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第 1章 はじめに

聴覚研究室では、種々の音刺激を用いた聴党心理物理実験を行なったり、受聴試 験 の

刺激系列を作成するシステムとして 、 か ね て よ り 、 マ ス コ ン プ 社 （ 現 在 は コ ン カレント

社）のワークステイション M C 5 6 0 0を中心としたシステムを描築し、実用に供して

きた。平成元年 4月 の 本 研 究 所 への移転を機に、従来のシステムの不備な点を変更し、

性 能 お よ び操作性のより優れたシステムを構築した。

主な変更点は、以下の 4点である。

① [) /¥変換器を MASSCO MP社製の DAO4 H から P /¥ V E C社製の MD8 3 

0 0シリーズに変更した。

② /¥D/DAコンバータと MASSCOMPとの接続を光ケーブルを用いたものに

した。

③ MASSCOMP自身を計算機室内に設置した。

④ AD/DJ¥コンバータと各種オーディオ機器との接続を統一した。

① と② は，計符機と AD/DAコンバータを光でアイソレートすることにより、機器

間に生じていた直流オフセットを減じるとともに AD/DA変換時の S/N比の向上を

図ったものである。この光リンクを採用することにより、③が可能となった。その結果、

計符機に対する設置環境（温度や埃）が向上したとともに、グラフィックターミ ナルに

向かうユー ザ ー の 作 業 環 境 （ 騒 音）も向上した。また、④ は、 4台ある MASSCOM  

Pの ど れ を用いても、機器間の接続ケーブルを変更することなしに、同一操作で A D /

DAと DATの録音再生がおこなえるようになり、様々なレベルのユーザを抱える本研

究室におけ る利便の向上が図られた。 ‘ 

本稿では、現時点における聴党研究室の実験システムのハードウエア構成とソフトウ

エア構成について述べる。第 2章では、まず、聰党研究室の MC5600のシステム構

成 に つ い て述べる。次に、今回導入した、 P A V E C社の M D 8 3 0 0シリーズ光リン

ク A D /DAコンバータシステムのシステム構成について述べる。そして、 DA変換器

出力及び J¥D変換器入力に接続する各種オーディオ機器について述べる。第 3章では、

MC5600上に作成した、 A D/DA変換器制御ルーチン、パラレル I/0を用いた

被験者応答入カルーチン、 G P I Bを 用 い た ア ッ テ ネ ー タ 制 御 ル ー チ ン に つ い て述べる。



第 2章 Mi¥SCOMPを中心とした聴覚実験システム

本研究室では、主にマスコンプ社のワークステイション (MC5600) 4台を聴覚

心理物理実験や受聴試験の実験や刺激音 系列の作成に用いている。本章ではこの MC5

6 0 0を中心としたシステムについて述べる。

2. 1 MASSCOMP  MC5600の 構 成

MC5600は RTU (Real Time UNIX) を 0 Sとし、大容量のメモリ (16MB) と高

速なハード デ ィ スク (378MB or 568MB) 、 ヴ ェ ク タ ア ク セ ラ レ ー タ (VA) や浮動小

数点アクセ ラ レ ータ (FP A) 、グラフィックシステム、それに、 DACPと呼ばれる

データ収集・制御インターフェイスを備えており、各種の聴党実験の準備、遂行、デー

タ解析、等に適しているワークステイションといえる。特に， ATRのようにほとんど

の計算機がネットワークで結ばれ、 UNIXを 0 Sとして動作しているような環境下で

は、データやプログラムの融通性が高いこ とが大きなメリットとなっている。

しかし、実験制御などを行なう際の実時間性に閲しては、 RTUといえども UNI X  

であるがゆえに様々なプロセスの割込み（インタラプト）が人り、真の実時間処理がで

き ない場合もある。例えば、数ミリ秒の精度を要求する反応時間の計測をディジタル I

/0を用いて実行しようとしても単純にはできない。

図 1に聴党研究室の計算機とネットワーク環境を示す。聴党実験用ワークステイショ

ンとしての MASSCOMPはhmOl, hm02, hm03, hm08の 4台であり、現在のところ G

Fの 実 験室に 2台 (hmOlとhm08) 、 1 Fの実験室に 2台 (hm02とhm03) を設悩している。

図 2と表 lに各 MASSCOMPの諸元と周辺機器等の設置状況を示す。
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図 l 聴覚研究室の計算機とネットワーク環境
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表 1 各 MASSCOMPの諸元等

項 目 hmOl hm02 hm03 hm08 

CPU  68030 68030 68030 68030 

FPA  FPA-1 FPA-1 FPA-1 FPA-1 

VA  VA-1 VA-1 VA-1 VA-1 

メインメモリ 16MB 16MB 16MB 16MB(l) 

／＼ート＂テ`ィスり 378MB 378MB 378MB 568MB 

り＂ラフィッりクーミナ） V 12 Planes 12 Planes 12 Planes 12 Planes 

TTYターミナ）V

゜
0 (2) 0 (2) 

゜MT 

゜
X X X 

カートリッシ"MT X 

゜ ゜ ゜DA04I-l 

゜ ゜ ゜ ゜P 116 

゜
X 

゜
X 

PI 16F 

゜ ゜ ゜ ゜GPIB 

゜
X 

゜
X 

レーサ｀＇ーブ• l)ンク 0 (3) 0 (4) 0 (3) 0 (3) 

カラー）＼ート..Jヒ.- 0 (5) X X 0 (5) 

注：

(1) Add-on 4MB memory Boa rdの 1枚は借川中である。

(2) hm02とhm03の TTYターミ ナ ル は 共 用 し て い る の で ケ ー ブ ル の 差 替 え が必要。

(3) hmOl, hm03, hm08に接続されているレーザープリンタは L'BP8 IIで、分解は

300BPIである。なお、 h11101とhm08のレーザープリンターはスイッチによる切り

替えで共用している。

(4) hm02に接続されているレーザープリンタは Laser shot B406 で、分解能は240B

p Iである。

(5) カラーハードコピーは D-SCAN Cll-5312で OHPシートヘのプリントも可能。
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2. 2 PAV  EC  MD  8 3 0 0 AD/DA  コンバータの描成

本システムは AD/DA変換部、ホストコンピュータと結ぶ 200Kデーク/secの転送レー

トをもつ 光 フ ァ イバーインターフェイスユニットからなる。また、 4つ の 遮 断 周 波 数 を

持つロ ー パ ス フ ィルタを別筐体としてサポートしている。各部のブロックダイアグラム

を図 3 に、各部の仕様を表 2に示す。

PAV  EC社 のローパスフィルタ部は 1つしかないので、現在のところ hm08に接続し

てある。他のシス テムについては、 N F社 の プ ロ グ ラ マ ブ ル フ ィ ル タ (FV665) を接続

してある。 FV665 の仕様を表 3に示す。 PAVEC社 の も の と NF社 の も の と で は 遮 断

周波数の定義が異なる ( P A V E Cは 0 d B周波数、 N Fは一 3 d B周波数）ので、そ

れらの使 用 に 当 たっては注意が必要である。

光リンクユニットと MASSCOMPは高速パラレルインターフェイス PI16F で接続

され、各ユニットは MASSCOMP本体のラックに設置されている。光リンクユニッ

トと AD/DA変 換部は、図 4に示すように、 3本の光ファイバーケーブルで接続され

ている。光ケーブルは最長 1k m ま で延長できるが、現在のところ約 2 0 m の長 さ と し

ている。

この PAVEC社の AD/DAコンバータを使用するに当たっていくつかの注意事項

がある。

①オ ーバーフローランプ

AD/DA変換時に信号のオーバーフローを示すランプが AD/DAコンバータ

に装備されているが、このランプの点灯は必ずしも信号のオーバーフローを示さな

い。即ち、データバスのビットが 0から 14まですべて 1となった場合にこのオー

バーフローランプが点灯するようになっている。従って、 D A変換時に、 +32767ま

たは一32768のデータを出力した場合にはオーバーフローランプが点灯してしまうが、

データは正常に DA変換されている。同様に、 AD変換時には士 10 V の信号が入

力された場合、データは +32767またはー32768となり入カデータは正常に AD変換さ

れているにもかかわらず、オーバーフローランプが点灯してしまう。

DA変換 1時のオーバーフローランプ点灯については、ユーザーがデータの振輻管

理さえしてお け ば ま っ た く 無 視 し てかまわない n しかし、 A D変換時のオーバーフ

ローランプの点灯については、このランプが、I~\、灯しないように AD 変換器への人力
信号の最大振幅を調整することを勧める。その結果、 AD変換したデータのダイナ

ミックレンジは符号付きで 15biしと なるが、いたしかたのないことであろう。

② D Cオフセット の調 整

計狩 機と のインターフェイスを光ケーブルにすることにより DCオフセットは従

来より小さくすることができたが、オーディオ機器を接続することによって生じる

機淵 11¥Jのオフセットはまだ少しの残っている。 AD変換 II、'j,にこの DCオフセットが

間題となるが、 FV665 のオフセット調節）llトリマを調略することによりこのオフセ

ットをキャンセルすることができる。/ ¥D変換を行なう r泊には必ずこの調整をする

- 6 -
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ことが必要である。

PAV  E Cのローパスフィ ル タ に は こ の よ う な 調 整 用 ト リ マ が 前 面 パ ネ ルに出て

いないので、前面パネルを開けて各 pCボード上にあるものを調整するか、別途外

付けのオフセットバランス用の機器を用意しなくてはならない。

AD/DA変 換 器 ボ ー ド にも DCオフセット調整用のトリマがあるが、こ れ ら は

低インピーダンスの終端条件下で調整されているので、不用意にさわるべきではな

しヽ。

③ PAV  ECローパスフィルタ

PAVE  Cのローパスフィルタは入カインピーダンスを高くするために、入力端

子に直列抵抗が挿入されていない。そのため、入力端子に何も接続しない開放状態

では 、 リ ー ク の 重 荷 に よ っ て入力軍位が次第に高くなり、それにともなってローパ

スフィルタの出力電位も高くなる。その結果、出力電位は+1 5 V に張りついてし

まう。これを避けるためには 、 フ ィ ル タ の 入 力 端 子 に は 常 に 低 イ ン ピ ー ダ ンスの出

}J (D A T出力、プリアンプ出力等）を接続しておけばよい。
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ユニット番号 ユニット名称 数量

① AD/DA変換部（筐1本l)MD-8300

MD-84251' 16bitデジタルマルチプレクシング用特注筐体

MD-81531' 16ピット ADC  (lOOkHz) 

MD-8107 16ピット DAC  (lOOkHzディゲリッチャ付き）

MD  -8 2 0 7 T G (TIHIHG GENERATOR) 

MD-8208 高精度プログラマプルペーサ (100n----409.5SEC)

MD-8403T データ表示付きターミナルポード（特注）

②フィルタ一部（筐体 2)FILTER BOX 

MD-8425ZT5増設用筐体（特注パネル付：高さ EIA5UNIT) 

MD-8171T 2CH ゲイン7刀゜7 ィ,~ター

③オプティカルファイバーリンク部（筐体3)MD-8305C

MD-8305C ロングラインファイバーリンク

MD-8302M 16ピット バラレルインターフェース

特注 I/F マスコンプ用インターフェース
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表 2 AD/DAコンバータの仕様

1) AD/DA変換部仕様

アナログ入力

チャンネル数

入力形式

入カレベル

入カインビーダンス

非破壊入力電圧レベル

アナログ入カコネクタ

2CH MAX 

シングルエンド

士10 VOLT 

lOMQ以上

士25 VOLT 

BNC端子X2

アナログ入カコネクタは前面パネルに設定

A/D変換性能

分解能

サンプルホールド

同上アパーチャータイム

同上不確定時間

変換性能

リニアリティ

オフセット

ゲインエラー

スタピリティ

リニアリティ

オフセット

ゲインエラー

雑音性能

静雑音

出カコード

1 6ピット

付

lOOnSEC以下

lOOnSEC以下

士0, 0015%FS士1/2LSB

士1ミリ V以下

士0, 03%FS以下

士 2PPH/00 

士10 PPH/00 

士15 PPK/00 

1 1 0μV  r m s (T YP) 

2'8コンプルメント

lOOkHz MAX  サンプルレート

変換スループット (1チャンネル時） lOOKデータ/SEC MAX  

(2チャンネル時） 200Kデータ/SEC MAX  

サンプルタイミング 同時サンプル

アナログ出力

チャンネル数

出力形式

出カレベル

出カインピーダンス

アナログ出カコネクタ

2CH MAX 

シングルエンド

士 1O VOLT 

lOOQ以下

BNC端子 X2

MAX  

アナログ出カコネクタは前面パネルに設定

D/A変換性能

分解能 1 6ピット

ディグリッチャ 付

- 9 -



変換性能

リニアリティ

オフセット

ゲインエラー

スタピリティ

リニアリティ

オフセット

ゲインエラー

士0, 0015%FS士 1/2LSB MA.X 

但し、 1/4FS以内のレペルでは、士 1/3

LSB以下

土 1ミリ V以下

士O. 03%FS以下

士3PPM/℃ 

士10 PPM/℃ 

士40PPH/°C

2 , Sコンプルメント入カコード

変換速度 (1チャンネル時） lOOK変換/SEC MAX  

(2チャンネル時） 200K変換/SEC MAX  

内部ペーサ設定

周期設定

基本クロック

倍数

周期安定度

外部ペーサ入力

外部スタート制御入力

データ表示

外形寸法

重量

電源

使用ヒューズ

環境条件

保存温度

動作温度

性能保証推奨動作温度

湿度

（コンピュータのスループットによる）

10μ-409, 5SEC(プログラマプル）

基本クロック X倍数で設定する。

0.025, 0.1, 1.0, 10.0, lOOμSEC および

1.0, 10.0, lOOmSEC 

1 から 4095倍
3 X 1 0 -5 

TTLレベル

TTLレペル

マルチプレクサアドレス、ペーサ、データバ

スの状態、モード、コンピュータアクセスの

状態、オーバーフローを表示

237.5HX438WX440D 

約 2Ok  g (特注MD-8425)

各 90 ~ 1 2 8 VOLT A C , l 6 5 V A HA X 

3A  

-10~50℃ 

0~35℃ 

22~28℃ 

20~85%結露なきこと

- 10 -



2)フィルタ一部 仕様 FILTER BOX 

チャンネル数

フィルター特性

阻止域特性

減衰傾度

減衰特性

最小減衰鯖

高域減衰量

遮断周波数

中心周波数確度

通過帯域特性

利得

リップル

最大入力信号レベル

負荷インピーダンス

ノイズレベル

オフセット電圧

オフセットスタピリティ

高調波歪率

外形寸法
重量 、

電源

環境条件

保存温度

動作温度

性能保証推奨動作温度

湿度

4ch max 

Aポート及びBポート各々 2CHづつ独立

八次連立チェピシェフ LPF

lOOdB/oct相当

90dB (typ) 2.0fc 

102dB(typ) 

82dB以上

4, 6, 8, lOkHz, スルー (5点をスイ

ッチにより切り替え）

Aポート及びBポート各々 2CHづつスイッチ

をサポート

士5%

1 (士 O, 1 dB以内低域にて）

士0, 4 dB以内

士 lOV/通過域利得 (f~lOkHz)

士 5V/通過域利得 (f> 1 Ok Hz) 
lOkQ以下

150μVrms以下

士3mV以下

o . 1 5 m v /・c (T y p) 

0 I 1 5 %以下

237.5HX438WX440D 

約 15 kg (特注筐体）

各 90 ,..,_, 1 2 8 VOLT AC, 1 6 5 VA  MAX 

-10-50℃ 

0-35℃ 

2 2 ~ 2 8°C 

20~85%結露なきこと

ヽ`
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3)オプテイカルファイバーリンク部 仕様

最高転送速度

必要ファイバーケープル数

コネクタタイプ

推奨ファイバーケープル

ファイバーケープル長

転送方式

コンピュータインターフェース

電源 (:1北°ュータ側7夕‘、70夕）

消費電力

外形寸法

重量

5μ8/データ (2バイト）

2 +1 (+1はリセット信号用）

SMAタイプ

石英タイアケーフ'Jv(YHP社製YFBR-3 010/3110/321 OS 

DP-002相当品）

20 m (1 kmまで可能）

調歩式シリアル転送

マスコンプ用

Jl (IN) 

J-2 (OUT) 

9 0 ~ 1 2 8 VOLT AC  

4 5 VA  

256H X lOOW X 183D 

約 4, 5 kg 

~~~~~~~m~m~~m~~~m~m~~~~~』~~~~』m~~~~~~m~~m~~~~1im11~~
RCV RST IRQ TRM 
QJ"Q)~Q) 

I ,,...., ,..., r、

a 
゜

鳳ピ I◎ ゚

゜
1゚1 

゜ RCV 
〇）
RST 
Q) 

潔
rar 

---ツ冒'" IIU I. IJ 
1RM―一RCV)

RCV 」 TRM 2f貞りーフ ft Jし

R S T , , R S T 1 *ib ケーフ ~Iし 10 C・
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2. 3 オーディオ系の構成

システムのオーディオ糸は、民生用のプリメインアンプ、 DAT、マイクロフォンア

ンプ、モニタ用スピーカ等からなる。この糸の構成方針は、 「AD/DA糸と DAT糸

というふたつの録音再生糸を切り替えて用いるとともに、両者の間で信号のダビングを

可能とする」とし、だれでも容易に操作できることを目標とした。

ォー ディオ系のブロックダイアグラムを図 5に示す。

マイクロフォンアンプはソニーの MX-lOOOES を用いている。このアンプは DATの出

力信号を ADする際のレベル変換アンプとしても使用している。

DATは ソニ ーの DTClOOOES あ るいは TCD-D10 を用いている。

プリメインアンプはアキュフェーズの E-305 あるいはテクニクスの SU-V60を用いてい

る。このアンプにはモニター用の ス ピ ー カ （ ダ イ ヤ ト ー ン DS-107V) が接続してあり、

DATもしくは DAからの出力信号 を モ ニ タ ー で き る 。 AD/DAとDATはそれぞれ

Tape 1、 Tape 2に接続してあるので、ソースセレクトスイッチとダビングセレクトスイ

ッチを選択することによってふた つのソースの選択とダビング方向を選択できる 。

アン チェイリアジング用のローパスフィルタには NFの FV665 あるいは PAVECの

フィルタを用いている。 FV665 は各チャンネルごとに 1台用意されているので、フィル

タをカスケード接続することによりー96dB/ocL.の減衰特性をもたせることができる。な

お、現在のところ、 AD変換時と DA変換時には入出カケーブルをつなぎ替えなければ

ならない。
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図 5 オーディオ系のブロックダイアグラム等
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E.30~ のプロックダイアク方ム
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"E. 3o~ の 合栢デし

連続平均出力

180W/ch 4 n負荷

130W/ch 8 n負荷

（両チャンネル同時動作 20-20,OOOHz間

ひずみ率0.02%) 

全高調波ひずみ率

o. 02% 4 -16n負荷

（両チャンネル同時動作 0. 25W-連続平均出力間

20-20, OOOHz間）

IMひずみ率

0. 01% 

周波数特性

MAIN AMP INPUT : 20-20, OOOHz 0 -0. ZdB 

（定格出力時）

0. 5-150, OOOHz O -3. OdB 

(1 W出力時）

HIGH LEVEL INPUT : 20-20, OOOHz O -0. 2dB 

（定格出力時）

ゲイン

MAIN INPUT → OUTPUT : 28dB 

HIGH LEVEL INPUT→ PRE OUTPUT : 20dB 

AD INPUT (MM) → TAPE REC OUTPUT : 29dB 

AD INPUT (MC) → TAPE REC OUTPUT : 60dB 

トーン・コントロール

ターンオーバー周波数及び可変範囲

低音： 300Hz 土lOdB(50Hz) 

高音： 3 kHz 土lOdB(20kHz) 

ラウドネス・コンペンセーター

+ 6 dB (lOOHz) 

(VOLUMEコントロール ー30dBにて）

S/N・入力換算雑音

入カショート.A-補正

＼力端子

定格入力時 SIN 入力換算雑音

MAIN Afl.P INPUT 123dB -12JdBV 

EIA S/N 

102dB 

LOW LEVEL INPUT : 20-20, OOOHz +O. 2 -0. 5dB H I Gil LEVEL INPUT !08dB -126dBV 82dB 

（定格出力時）

ダンピング・ファクター

100 (s n負荷 50Hz) 

定格入カ・入カインピーダンス

入力感度

入力端子 入カインピーダンス

定格出力時 EIA(JW出力時）

AD INPUT(MC) 0. 128mV 0. OlmV 100n 

AD INPUT(MM) 4. 3mV 0. 38mV 47k0 

I I Gil LEVEL INPUT 

H 

!25mV 11. 8mV 20k0 

BALANCED INPUT 125mV 11. 8mV 40k fl 

MA IN AIIP INPUT I. 28V 12lmV 20)<。

ディスク最大入力

MM入力 ： 300mVrms、 1 kHz、ひずみ率 0. 005% 

(REC OUT) 

MC入力 ： 8.0mVrms、 1 kHz、ひずみ率 0. 005% 

(REC OUT) 

定格出カ・出カインビーダンス

PRE OUTPUT 1. 28V 

TAPE REC OUTPUT 125mV 

HEADPHONES 0.4V 

zoon 
200.0 (ADより）

適合インピーダンス

4-100.0 

- 16 -

BALANCED INPITT 90dB 

AD INPtrr (MM) 86dB 

AD INPUT (MC) 66dB 

サブソニック・フィルター

17Hz、 -12dB/oct

ァッテネーター

-ZOdB 

パワーメーター

-!08dBV 

-!37dBV 

-J47d8V 

対数圧縮型ピークレベル表示

dB目盛及び80負荷時の出力直読

負荷インピーダンス

2-160 
使用半導体

77 Tr 34 FET 20 IC 78 Di 

電源・消費電力

100V 117V 220V 240V 50/60112 

無入力時 60W 

軍気用品取締法

80負荷定格出力時

寸法・重量

310W 

490¥V 

82dB 

80dB 

75dB 

幅475mm X i高さ 170mm(脚含む） X 奥行375mm 

20.5kg 



プロックダイヤグラム
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＇ -60dB 

-60~ 
MICIN 

② 

ー10dB

苧
-10dB 
(0.245V) 

⑧ LINE OUT 

入力端子

端子 端子形状 数 最小入カレペル 入カインピーダンス

MIC 標準ジャック 4 
-70dB 6kQ 
0.245mV 

LINE ピンジャック
-20d8 50kQ以上

IN 
4 

77.5mV 

マイウロフォ!..-アンつ• 11 X 1000E s fl') 

つ''oックタ"frゲ‘うム ←旺）

レ ベル ダ',fj}~" ? L、
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/I', 力端子

端子 I端子形状 I数 1基準出カレペル I負荷インピーダンス

LINE 
OUT 

ピンジャック I 2 
-10dB 

0.245V 
10kQ以上

ローカットフィルター (1、2CHのみ）

50Hz/150Hz (6dB/oct) 

マイクロホン入カピークインジヶーター

-20dB以上の入力 II炉点灯

周波数特性 10Hz-150kHz悶dB

ひずみ玲I 0.005% 

入力換算ノイズレベル ー130dBV(MIC入力、 JISA) 

S/N MIC : 68dB (JIS A) 

LINE : 73dB (JIS A) 
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最大出力電流は士50rnAです。最大出力電圧

（士IOV)で50Q負荷は駆動できません。

無負荷時の出力電圧（土恥），最小負荷抵抗（祝）

および凡両端の出力電圧（士恥）との関係は下式の

ようになります。

Rr, = 辛0.0 5 
-50-20(恥ー 2.5)

森＝
説

説+50 
XE 

゜
出力端子に外部より信号を加えると，内部回路が破

損します。絶対に信号を加えないで下さい。
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遮断周波数 (fC) 

可変範囲

レンジおよび分解能

fcに土、ける莉得

（ただし，平哩部をOdB

とする。）

通過帯城利得誤差

減衰特性

最大減衰量

チャネル間位相整合

スル一時の周波数特性

遅延特性

入力特性

インビーダンス

最大電圧

許容最大電圧

利得 ＊

出力特性

インピーダンス

最大電圧

最大電流

高調波ひずみ率

直流オフ七ット

ノイズ

0.01 Hz~ 159.9 kHz 下VI,/,rの藷ぇ

レンジ＊ 分解能

0.1 ~ 159.9 kHz 100 Hz 

0.01 ~ 15.99 kHz IO Hz・ 

1~1599Hz 1 Hz 

0.1 ~ 159.9 Hz 0.1 Hz 

0.01 ~ 15.99 Hz 0.01 Hz 

FV-665 -3 +1 
-1.2 ) dB LP-MF, HP 

+1 
-15.3)dB LP-PL 

-1.2. 

ただし， 0.1~159.9kHzレンジの誤差はそれぞれ

FV-ti65 

0.1~159.9kレンジを除いたレンツ

士0.3dB DC~fc/2 LP-MF 
2fc~100kHz HP 

+o.2) dB 
-0.4 

DC~fc/10 LP-PL 

0,1~159,9kレンジ

士0.6dB DC~fc/2 LP-MF 

+0.5 ) dB 
-0,7 

DC~fc/10 LP-PL 

+1 ) dB 2fc~IMHz HP 
-3 

FV-665 48 dB/oct 士4dB 

90d8以上 f tN~IOOkHz) 

80dB以上 f11-1~!Mllz . 

+2 
-2.5 

) dB 

1c 21c 

ー3d8

-• 8dBtl.5d8 
（操導鍼）

ローバスつィルタ (MF)

fc/2 le 

ー3dB 

-~8 d3:t1.5d3 
（繊準ii)

ハイパスつィルタ

FV-664 

FV-665 

DC~l MHz 

2・ } DC~ 2 f c (LP) "! たは fc/2 ~ 100 kHz (HP), 

4• fc;;;;;IO〇kHz ば守

+0.5, -3 dB 

LP-PL時，図 6-5 I 6による

1M.fJ/100 pF以下．不乎衡, BNC-R(正・背而並列接続）

士1ov以上 （利得 0dB) DC~ 300 kHz 

土 lV以上 （利得 20dB) } 1 MHzでは左記の X0.4 

士150V 

0 , 20 dB 

50!2, 不乎衡， BNC-R (正・背面並列接続）

士10V以上， DC~300kHz, 1 MHzでは士 4V

士50mA

0.1 %以下， fIN;;,; lOkHz} ただし， f INはフィルク乎坦部

0.3和以下， fIN;;,; 100 kHz またはスル一時の入力周波数

最大出力， I 50!2負荷

パネル面調整器により 0に調整可能，可変範囲 約士 30mV 

ドリフト

rv GGcl --1吟μ-¥/゚ C T¥'fl I FVも65 200μV/℃ TYP 

ただし周波数表示器が10以上設定のとき

!OOμVrms (DC~lOOkHz帯域）

800μVrms TYP (DC~ 10MHz帯域 ，HP) 

チャネル間クロストーク ー75dB以下 (DC~I 00 kHz) 

-65dB以下 (DC~lMHz)
I 9 

dl 



2. 4 応答スイッチ

マスキング実験や様々な弁別閾を求め る心理物理実験において、刺激音の制御を被験

者 の応答に応じて 行 な い た い 場 合 が 多 く ある。そのような場合のために、 MASSCO

MPのパラレルインターフェイス PI16を用いた応答スイッチを用意してある。この応答

スイッチの構成図を図 6に、接続図を図 7に示す。

この応答スイッチのボタンには、最も押下音の少ないもの（日本デンヨー EP720) を

用 い ており、マスキング実験などにおいても安心して使用できるように設計してある。

また、このスイッチには LEDが組み込まれているので、 PI16の出力を利用して、被験

者に教示を与えることも可能である。ただ、この応答スイッチは一人の被験者用に設計

してあるために、多 数 の 被 験 者 か ら の 反応を求めるような実験には使用できない。その

ようなシステムも各種の心理物理実験には必要であり、今後整備していく必要がある。

マスコンプの PI16とは最も単純な方法で接続してある。図 7 に示されるようにストロ

ーブ信号を CKlOより与え、データビットの 1~6までをスイッチでグランドに落とすこと

によってデータを 確定している。例えば、 4番のスイッチを押下した場合 4ビ ッ ト 目 が

0で他のビットには 1が立つのでデータは (F7)11となる。ただし、 PI16は 2バ イ ト 毎 に

データを読みこむので、 ヒ位バイトに押下したスイッチのデータが、下位バイトには

(OO)Hが入るために、実際にとりこまれるデータは (F7FF)IIとなる。

2. 5 プログラマブルアッテネータ

マスキング実験や音圧に関係する弁別閾を求める心理物理実験において、刺激音の音

圧を計算機の指示によって自動的に制御した い場 合が 多く ある 。そ のよ うな 場合 のた め

に、 MASSCOMPの G P I Bインターフェイス 1B488 に接続して用いるプログラマ

ブルアッテネータを用意してある。

このプログラマブルアッテネータは（榊多摩川爾子社製の TPA-308A型 で 、 そ の 仕 様 を 表

3 に示す。 使 用 可能周波数は DCから 300MHzまでと可聴周波数帯域 (DC~20kHz) を扱う

にはオーバースペックである。このアッテネータの特性インピーダンスは 50Q と低いの

で、入力端子に接続する機器の出カインピーダンスが高い楊合や、低インピーダンスの

ものでもドライブ 能力が低いものの場合（例えば FV665) には注意が必要である。即ち、

FV665 などを直接ア ッ テ ネ ー タ に 接 続 すると波形歪が生じる場合がある。この現象を避

けるためには、人力端子にと直列に 200Q~ lKQの抵抗を接続して、アッテネータの人

カインピーダンス を 上 げ て や れ ば よ い 。ただし、この場合、減衰批の少ない部分でアッ

テネータの表示値と実際の減衰納の誤差が大きくなるので補正が必要である。将来的に

は 10k Q 程度 の 特性インピーダンスを持つアッテネータに変更する必要がある。
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図 6 応答スイッチの描成
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図 7 応 答スイッチの接続図
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適用周波数 DC.-300MHz 

特性インピーダンス 500 

減衰壷・ 0-99. 9d:B 

(0. 1 dBステップ有り）

減衰堂誤差 士 (2%+0.2) dB以下

挿入損失 4dB以下

VSWR 1 .・3 dB以下
" 

減衰葦表示 . 1 0進3桁

信号切換速度 4ms以下

入出カコネクタ BNC-J 

制御方式 GP-IB制御、 BCD制御

（外部制御）および手動制御

電源 AClOOV 

土 10% 約25VA

周囲温度 5℃ -35℃ 

デが,•:うマガレアッテネータ の泊者疋
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第 3章 MASSC OMP上の周辺機器制御ソフトウェアライプラリー

3 . 1 概説

3 . 1 . 1 使 JI]方法

MASSC_OMPの 周 辺 機 器 を 制 御 す るライブラリーとして、以下の 2種類のものが

ある。

① libpavec. a 

P A V EC  A/D・D/Aコン バータを制御する。

② libdacp. a 

応答スイ ッチ、ならびに、プログラマブルアッテネータを制御する。

こ れらのライブラリーは、共に /usr/local/libにインストールされて

いるので、目的の プ ロ グ ラ ム を 作 成 す る ときは、コンパイル時にー 1オプションでリン

クすれば良い n

例 えば、作成しているプログラムのファイルが myprog. cならば、以下の様に

すれば良い。

%cc myprog,c -o myprog -lpavec -ldacp -lmr -lm 

-lrnr -Im は、 MASSCOMPの「 Data Acquisition Application Subroutinos 

Library 」を使用 する際に必要なもので、 libpavec. a、 libdacp, a 

は内部でこれらを使っているので必要である。

- 21J -



3. 1. 2 MASSCOMPの A/D・D/Aについて

MASSCOMPの A / D ・ D/Aについて、簡単に説明する。詳しくは、マニュア

ル「 Data Ac<1uisition Application Programing Manual 」を参照されたい。

M ASSCOMPの A / D ・ D/Aの方法には、．以下の 3種類の方法がある。

① アレイ トランスファ (Array Transfer) 

② キュード トランスファ (Queued Transfer) 

③ ダイレクト ディスク トランスファ (Direct Disk Transfer) 

① アレイ トランスファ (Array Transfer) 

メモリーから A/D・D/Aする方法で、データ長が短いときに有効である 。 使

い勝手は、比較的簡単である。データ長が決っているときは、メモリーを mallocを

使って割り当てなくて良いので、特に簡単である。

② キュード トランスファ (Queued Trans「er)

リング バッファ (Ring Buffer)と呼ぱれる環状のバッフアを使って、 A/D・

D/Aを行なう。データ長が予め分ってないときなどには、便利である。長 いデー

タを A/D・D/Aするとき は、この方法を使うことを勧める。

リング バッフアを管理しないといけない分だけ、使い勝手は複雑になる。

③ ダ イレクト ディスク トランスファ (Direct Disk Trans「er)

大容 量のデータを、しかも、高速に i¥/D・D/Aしたいときに材効な方 法 で あ

る。

しかし 、 こ の 方 法 は 先 の 2種類の方法とは異なり、以下の制約条件がある。

・Memory-locked processes 

・Disk-locked processes 

・Contiguous disk files 

このため、通常の使川には不向きであるので、本ライブラリーではこの方法は使）11 

していない。
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3. 2 P A V ECによる A/D・D  / A (libpavec.a) 

3 . 2. 1 使用手順

ここでは、 libpavec.aに含まれる閲数の大まかな使い方を説明する。

PAV E Cを 使用するには、一般には以下の手順が必要である。

① PAVECが接続されているデバイ ス (Pl16F)をオープンする

② PAVECを初期化する

③メ モ リ ー 等を割り当てる

④ファイル等を開く

⑤ A/D・D/Aを行なう

⑥デバイス (PI16F)をクローズする

⑦その他後処理をする

ただし、 nice値に関しては、 libpavec.aに含まれる関数の内部で、特に操作していの

で 必要があれば、利用者の方で設定／解除を 行 な わ な け れ ば な ら な い 。

以下の説明で用いる変数は、予め次の様に宜言されているものとする。

／＊標本化周波数〔kHz〕＊／

／＊時間長〔msec〕＊／

／＊チ ャ ネ ル の 使 用 ／ 不 使 用 の フ ラ グ ＊ ／

／＊データの個数＊／

／＊ファイル ポインタ＊／

double freq; 

double duration; 

ch a r chO, chl; 

long length; 

fILE *fp; 

u n 1 on 

short *buf; 

int dummy; 

data; I* データ＊／

アレイ トラン スファ (Array Transfer)の場合は、概略以下の様になる。

①②に対して

D/Aの場合

A/Dの場合

⑤ に対して

D/Aの場合

A/Dの場合

⑥⑦  に対して

pavec_s Lop() 

なお、 pavec_filc_out(fp, freq, duration, chO, chl)は、内部でこれら一連の処

理を行なっている。

キュード トランスファ (Queued Trans f'er)の場合は、概略以下の様になる。

①②  に対して

D/Aの場合： pavec_init(freq, duration, chO, chl, "w", &length) 

pavec_init(f'req, duration, chO, chl, 

pavec_init(freq, duration, chO, chi, 
’
 

w" 

r' 

&length 

&length 

pavec_xout(data.buf, length) 

pavec_xin(data.buf, lengしh)
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A/Dの場合： pavec_init(freq, duration, chO, chl, "r", &length) 

③①  に対して

pavec_setQuedBuf(fp 

⑤に対して

D/Aの場合： pavec_qout() 

A/Dの場合： pavec_qin() 

⑥⑦に対して

pavec_stop() 

もう少し細かく制御したいときは、以下の様な使い方もできる。

①に対 して

pave巳 open()

②に対 して

pavec_set_paket(freq, duration, chO, chl, &length 

D/Aの場合： pavec_mode("w") 

A/Dの場合： pavec_mode("r") 

③に対して

pa vec_rna l locQBu f () 

pavec_releaseQBuf(fp 

⑤に対して

D/Aの場合： pavec_qout() 

A/Dの場合： pavec_qin() 

⑥⑦  に対して

pavec_stop() 

3 . 2. 2 使川上の注意

PAV  ECを使用する前には、必ず電源が人っていることを確認すること。いったん

PAVECの初期化等に失敗すると、 DACPが全て使えなくなる可能性がある。もし、

そのような状態になれば、スーパーユーザになって /etc/loaddacp を実行しな い と い

けない。各機器の調整を行ない /etc/loaddacp を実行しても、 A/D・D/Aが行な

われない場 合は、機器が故障して いる可能性がある。

キュード トランスフアを用いて A/D・D/Aを行なうと、少しのディレイ (delay)

［約 1秒程度］が生じることがある。これは、キュードバッフアを解放するのに少し時

間がかかるためである。
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3 . 2. 3 使用例

［サンプルプログラム (dada)]

説明：

このプログラムは、ファイル名をたずねてきて、そのファイルを順次 D/Aし続ける。

pavec_file_out(fp, freq, time, chO, chl)を使用している。

使用例：

o/odada 

リスト：

# include 
# include 
# include 
# define 
# define 
# define 

／＊ 

2 0 . 0 1 1 

〈stdio.h〉
〈sys/types.h〉
〈sys/stat.h〉
MAX NAME 
TRUE 
FALSE 

3
 

゜
8
1
0
 

． 
main 

‘,'’ 

V; 
g) 

r( 
a.,v 

cg 
,gr 

cra 
ga* 

r 
ar 

ta 
(nh 

nic{ 
／・1

*a 
m 

I* set parameter *I 
extern double atof(); 

double freq = atof(argv 〔l〕); 
ch a r chO = atoi(argv(2)); 
char chl = atoi(argv 〔3〕)； 
int interval= atoi(argv 〔4〕); 
I* D/A loop *I 
da_loop(freq, chO, chl, interval); 
printf("¥nllona'Sai-Nara ! !¥n"); 

／＊ 

da_loop 
----

＊／ 
da_loop(freq, chO, 
double freq; 
char chO, chl; 
int interval; 

｛ 

chl, interval 
/* sampling frequcn切〔 kHz』〕＊／
/* channel flag 〔〇゚ rl〕＊／
/* waitting interval 〔廷c]*/

char file 〔MAXー NAME〕；
int len; 
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long length; 
double time; 
I* DIA loop *I 
while (1) 

{ printf("Please input file name== 〉"); 
if (!fgets(file, MAX_NAME, stdin) 

break; 
else 
if (Oen= strlen(file)) 〈= 1) 

break; 
file(len-1) = O; 
if (get_f ile_length(file, &length)) 

{ /* set D/A time *I 
time= (double)length/freq; 
I* Do D/A *I 
da_DA(file, freq, time, chO, chl); 
I* sleep interval *I 
sleep(interval) ; 

） 
e I se 

fprintf(stderr, "No such file %s exist ! !¥n", file); 
) I* end-of-loop *I 

／＊ 

，
 

q

.

,

 

e

1

 

r

h

 

f
.
，

C
 

A

-

e

.

，．, 

D

-

'

m

q

e

,

 

―
-
e
a
e
m
o
 

a
-
m
n
r
i
h
 

d

-

a

*

f

t

c

 

n
 

(

e

e

 

A

l

l

 

D
r
b
b
r
(
 

/
＿

a
l
l
u
a
 

*
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time, chO, chl) 
I* file name *I 
I* sampling frequency (kHz) *I 
I* sample total time (msec〕＊／

/* channel flag 〔゚゚r 1)*/ 

FILE *fp, *fopen(); 
nice(-20); 

if ((('p = f open (name , " r")) ! = NU LL) 
{ pavec_file_out(fp, freq, time, chO, chl); 

fclose(fp) ; 
｝ 

else 
f pr i II t f (s td or r, "Can't ope II f i lo % s ! ! Y 11" , name) ; 

•9 
ヽ`ー

゜
2
 

（
 

e
 

C

)

 

.

l

*

 

n

/

 

get』 ile_length
---------------

＊／ 
get_file_length(file, length) 
char *file; 

- 29 -



• 
f
 

u
 

b
 

t
 

a
 

t
 

s
 

•9 

h
 

t

t

 

g

C

 

n

u

 

e

r

 

l

t

 

*
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・1

I* set length *I 
if (stat(file, &buf) == 0 )  

{ *length= buf .st_size/2; 
return(TRUE); 

}

e

 
s
 

ー

e
 

｝ 
関数の 説明：

main(argc, argv 
int argc; 
char *argv 〔〕；

コマンド を 実 行 し た と き の 引 数 リストから、必要な変数の値を得る。

argv(l〕ー〉 freq 標本化周波数 [kHz)

argv 〔幻ー〉 chO チャネル 0の使用／不使用のフラグ〔〇または 1〕

argv(3〕ー〉 chl チャネル 1の使用／不使用のフラグ〔〇または 1〕

argv 〔りー〉 interval D/Aの間隔〔 sec〕

return(FALSE); 

da_loop(freq, chO, chl, interval) 
double freq; I* sampling frequency 〔kHz〕 *I 
char chO, chl; I* channel flag・ 〔0 or l)*/ 
int interval; /* waitting interval (sec〕＊／

ファイル名をたずねてきて、それを da_DA()に渡す。

D/A毎に、 interv叶〔 sec〕だけ s 1 e e pする。

(

e

e

 

A

l

l

 

D
r
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b
r
 

-
a
u
u
a
 

a
h
o
o
h
 

d
e
d
d
C
 

name, freq, time, chO, ch1) 
*name, I* file name *I 
freq; I* sampling frcquen切〔 kHz〕＊／
time; I* sample total time 〔恥ec〕＊／
chO, chl; I* channel flag 〔〇゚ r l〕＊／
指定 さ れたファイルを開いて、 pavec_file_out()にファイルポインタを渡す。

get_file_length(file, length 
char *file; 
int *length; 

stat()を使ってファイルの屈性を獲得して、ファイルのバイト長を 2で割った

値を lengthに返す n

この関数は、もし stat()が失敗すると 0を、 stat()が成功すると 1を、返す。
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［サンプルプログラム (f d a) J 

説明：

ファイル を 指 定 さ れ た 時 間 だ け D/Aする。

pavec_f'ile_out(fp, freq, time, chO, chl)を使用している。

使用例：

% f d a  20. 0 3000. 0 1 0 /CONTIG/A. 20. AD  

リスト：

／＊ 
＊ 

D/A sample progra川

with usoing pavec_file_out(fp, freq, time, chO, chl) 
＊／ 

# include 〈stdio.h〉
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(f p = f open (name , " r")) ! = NU LL) 
pavec_file_out(fp, freq, time, chO, chl); 
fclose(fp) ; 

else 
fprintf(stderr, "Can、't open file %s ! !¥n", name); 

ni.ce(20); 
exit(0); 
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［サンプルプログラム (q 

説明：

指定された時間だけ A/Dし、

pavec_qin()を使用している。

使用例：

% g a d 

リスト：

／＊ 
＊ 

A/D sample program 
with useing pavec_qin() 
＊／ 

# include 

2
 
o. 

〈stdio.h〉
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extern 

゜
3 0 0 

nice( 

. 
nice( 

parameter 
atof(); 
freq 
time 
chO 
chl 
length; 

a 

~ 

d) 

o. 

＊／ 

標準出力にデータを書きだす。

゜
ー

f* set 
double 
double 
double 
char 
char 
long 

-20); 

I* initialize PAVEC *I 
if (!pavec_init(freq, 

exit(-1); 
f* read for output queued 
pavec_setQuedBuf(stdout); 
pavec_qin(); 
pavec_stop(); 

20); 
ex 1 t ( 
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time, chO, 

buffer 

ch 1 , " " r' &length 

＊／ 

゜
) ; 
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［サンプルプログラム (q d a) J 

説明：

標 準入 力からデータを読みこんで、指定された時間だけ D/Aする。

pavec_qout()を使用している。

使用例：

% q d a  20. 0 3000. 0 1 0 < /CONTIG/A.  20. A D  

リスト：

／＊ 
＊ 

D/A sample program 
with useing pavec_qout() 
＊／ 

# include 〈stdio.h〉
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extern 

． 
nice( 

． 
nice( 

I* set 
double 
double 
double 
char 
char 
long 

-20); 
/* initialize PAVEC *I 
if (!pavec_init(freq, time, 

exit(-1); 

I* q u ed D / A Lr ans fer * / 
pavec_setQuedBuf(std in) ; 
pavec_qout(); 
pavcc_stop(); 

20) ; 
exit (0) ; 

parameter *I 
atof(); 
freq 
t 
． 
1me 
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chl 
length; 
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chO, chl, ,, " 
w' &length)) 
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［サンプ ル プ ロ グラム (x d a) 

説明：

ファイルを指定された時間だけ D/Aする。

pavec_xout()を使用している。

使用例：

% x d a 

リスト：

／＊ 
＊ 

D/A sample program 
with useing pavec_xout( 
＊／ 

# include 
# include 
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parameter 
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short 
int 
data: 
ch a r 
long 
int 

-20); 
I* initialize PAVEC *I 
if (!pavec_init(freq, 

exit(-1); 
I* memory allocation *I 
arraysize = length*sizeof(short); 
if ((p = malloc(arraysiz』e)) == 

exit(-1); 
data.buf = (short *)p; 
I* read for output queued buffer *I 
if ((I'd= open(name, O_RDONLY)) 〈0)

(fprintf(stderr, "Can't open file 
exit(-1); 

*buf; 
dummy; 

*P, *malloc(); 
length, arraysize; 
f d; 

time, chO, ch 1 , 

NULL 

" " w' 

%s 

&length 

! ! y n"' name ) ; 

}

e

(

 

s
 

l
f
 

e
.
I
 

re ad ( f d, data.buf, arraysize ）〈＝ 0) 
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fprintf(stderr, "read error! !¥n") ; 
close(fd); 
exit(-1); 

｝ 
I* D/A convert *I 
pavec_xout(data.buf, length); 
pave巳 stop();

nice(20); 
exit(0); 
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3 . 3 応答スイッチの制御 (libdacp.a)

3 . 3 . 1 使用例

# include 〈stdio.h〉
main() 

（ 
int response, pi16_get_key(); 
pil6_init(800.0); /* Initialize Pll6, set CLK7 *f 
while((response= pi16_get_key(1000)) != 6 )  

printf("response = %d¥n", response) ; 
pi 16_close(); 

応答スイッチは、 PI16に接続されており、応答スイッチの制御は、 PI16に対する入出

力になる。

応答 スイッチを使用するには、以下の手順が必要である。

①デバイス (PI16)をオープンし、クロック (CLK7)を設定する

②応答スイッチからの入力を得る

③デバイス (PI16,CLK7)をクローズする

① は、 pi16_init(freq) [freq: 標本化 周 波 数 （ 単 位 Hz ) ]によって行なう。応

答スイッチを使うときは、クロックとして CLK7 を使用している。 pi16_init(freq)

は、初期化に成功すると 1を、失敗すると 0を返す。

② は、 pil6_get_key(COUNT) [COUNT: 待ち時間（単位 なし）］によって行なう。

ここで、 COUNTには適当な数値が設定されていれば良い。 pil6_get_key(COUNT)は、ス

ィッチが押される とその数値 (lから 6) を返す。

③ は、 pi16_close()によって行なう。
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3. 4 プログラマブルアッテネータの制御 (libdacp.a)

3 . 4 . 1 使用例

# include 〈stdio.h〉
main() 

｛ 
i n t res pons e , pi l 6 _g e t _key () ; 
g p i b _in i t (10 00) ; / * In i ti al i z e GP I B * / 
gpib_att_controle(1, 40.0); 
gpib_close(); 

プログラムブルアッテネータは、 GPIBに接続されており、制御は、 GPIBに対す る人出

力になる。

プログラ ムブルアッテネータを使用するには、以下の手順が必要である。

①デバイ ス (GPIB)をオープする

②プログラムブルアッテネータに出力を送る

③デバイ ス (GPIB)をクローズする

① は、 gpib_init(TIMEOUT) [TIMEOUT: タイムアウト（単位 msec ) Jによって行

なう 0 gpib_init(TIMEOUT)は、初期化に成功すると 1を、失敗すると 0を返す。

② は、 gpib_att_controle(which, value) [which: 0または 1 value: アッテネー

タの値］によって行なう。

③ は、 gpib_close()によって行なう。
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第 4章 ライブラリ関数の説明

libdacp. a、 1 ibpavec. aに含まれる関数を次の形式にしたがって

説明する。

翌：A:: 闘：E:: .............. 

関数名

:: s:::r詞：屯:;;,i¥:;X.................... 

呼び出し形式

： A:::R::o:::w::11::::t::::N:::r: ・ ::~t

引数の説明

R氾：/I、：tJ:: R::N.:::~:::Q::::::::::v.:::A:::r:::::µ::::tt:: 
戻り値

: :p駕：：::s:J:?::B:: 匁r氾：:::T:<V:OJ'f: 
関数の機能説明

閥:Q.}I噸t:$:
注意事項

:$:::r:::::i;-:::::::::::;.¥::::r/::$.:::o 
参照すべ き関数
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-N<A:M:K ............. 

gpib_att_controle  (libdacp,a) 

嘉茎：l:{鳴ぷ：裟

int address; 

float att_v; 

gpib_att_controle(address, att_v); 

:A旦RiG氾tM£<N汀翌：S: ............................... 

address GPIBのアドレス［現在 0、 1に設定］

att_v アッテネータの設定値［単位 dl3 (0.0から 99.9)]

浪：：：It望店lLl点：Ni駿：n::: 殴：v::: ぶ：屯：：：u.:::s: .............. ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
1:TRUE 成功したとき

Q:FALSE 失敗したとき

: JYE:;:S::C:: ふ忍：・t::::t"2:::1翌庄:::o:::N:・・・・・・・・・・........................... 

ァッテネータを制御する。
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.N: 応A;:紅::£:．．．．．．．．．．．．． 
gpib_close  (libdacp.a) 

溶窯N:::':li:望立X:
gpib_close(); 

-D<E: 笠：:C:: 認：：屯：：：P.i:T::;T心：N: ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
GPIBをクローズする。

:;f直:::E.¥図：松::l/:$国）．．：
gpib_init 
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N訊：絲：：K ．．．．．．．．．．．．． 

gpib_init  (libdacp.a) 

::s ・・： ． 芯： N. :: 叩： 沿： X: 
int timeout; 

g pi b _in i t (timeout) ; 

:A::R: ⑬：： U:M憚：競：屯：::s: ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
timeout タイムアウト

:R>:Ei:T:: 賎：：北：Niお：1況：望：：●：V<A::: じ：殻：：●：E・・・・・・・・・・・・・・.,, .............................. . 

1:TRUE 成功したとき

0: FALSE 失敗したとき

: p:Jv$::<奇：且：)忍P翌r::::r忍：9¥N: 
GPIBの初期化を行う。

:：S・；且：E翌忍A忍屈:~to::
gpib_close 
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ぶI員A;:M::K............. 

p i 1 6 c l o s e (1 i bdacp. a) 

・:s:::Y:::N翌じ：：松：X: .................... 
pi16_close(); 

迂襄:$:::<'.?:恥穀：聡宝：：：r::o::: 飩
PI16をクローズする。

： s: 韮肛：E崎忍：：：A望じ：：)3::●： q:: 
pil6_init 
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:N;::A:M:K ............. 

pil6_get_key  (libdacp.a) 

:$<況：:I)f工：．ぷ:>.?
int timeout; 

pi16_get_key(timeout ) ; 

.A:::p::::o::v.::M::r::::N::J:::::s 
timeout タイムアウト

: R湛：：:: 繁：豆：::R: ―:N望お：：：D¥: 怜：::v: ●： :A出：:: 殻：：：g; ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 
1から 6までの数値で、押下された応答スイッチ上のボタン番号に対応している。

: D.>IJ:::),: ー：q::: 比：I望：P.:::'.f: 忍：I臼:(;)::f;/:
応答スイッチから入力を受けつける。
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:N員A:M::Eド・・・・・・・・・・... 
pi1 6  init 

溶望:¥'¥N窪望ぷ)Si
float freq; 

pi16_init(freq); 

鉗：：W:Qi¾UY-LE望緑：印忍＄
freq タイムアウト

浪：RR平：．げ：：賎)Sf:)3虔襄．裟::V忍AiJ兄~F~:
1: TRUE 成功したとき

Q:FALSE 失敗したとき

直：~f:$¥0/R:/r: 長庇緊況：;:Q/N: 
' PI 16の初期化を行う。

婆/~:げ~::::唸：A応L祖s:::0::
pi16_close 

(1 i bdacp. a) 
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料：：A:M:K .............. 

pil6 _xin  (libdacp.a) 

::s:)r::::t:-i:::r:::A:iX: 
union 

{ short *data; 

int dummy; 

) buffer; 

int n1tem; 

int timeout; 

pi16_xin(buffer.data, nitem, timeout); 

・A望R:お：：殻：：M望E賃おFT::::S:
buffer PI16から入力されたデータ

nitem 取込む個数（必ず偶数でなければならない）

timeout タイムアウト

: RJfTJ:f. 漢収)~;直:;:::;:::~隠：屯憑：：E
1: TRUE 成功したとき

Q:FALSE 失敗したとき

ff狂：：：S・:e:::民：：お：耗：唸：I忍割：：N: 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

P 116からデータを取込む。
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:N:::A::M;:K .............. 

p a v e c c 1 o s e (libpavec.a) 

:$: 況：：●：tf: 叩：松：X.:: 
pavec_close(); 

:D員E:::s::{翫：民：：店：『：．：罰：：：狂：0望N:．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 
PI 16Fのクローズを行う。

)t国：)f翠：五窮J;怒翌:o::
pavec_sLop,pavec_?pen 
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-N忍A:M:;E:．．．．．．．．．．．．．． 
pavec_freeQBuf (libpavec.a) 

芯：．酌：::t:-r罰：泡：：x
pavec_f reeQBuf (); 

税：:e:: 笙：：0月：lt沢：：眩：D翌：望：V望A:拉：殻：：J+;:: 
1: TRUE 常に

:D国：心：:c;:::: 代：面：：聡：唸：I: 屯）：：：N: ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
キュード バッファ用に割り当てられていたメモリーを解放する。

:S憚：：狂：翠：沿望認：S: 屯）：：・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・....... 
pavec_mallocQBuf ,pavec_releaseQBuf 
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:t-;): 望A::M::E:............ .. 
pavec_file  out  

窪：．芯N::叩激：x
# include 〈stdio.h〉

FILE *fp; 

double freq, duration; 

char chO, chl; 

pavec_file—_out(fp, freq, duration, chO, chl) ; 

淋：R澄::~套fy.f氾：沿翌底遠：
fp 

freq 

ファイル ポインタ

標本化周波数［単位 kHz]

duration 時間長［単位 msec]

chO, chl チ ャ ネ ル の 設 定 フ ラ グ 0または 1

浪：湛/I¥認：：応競湛沿：::: 良：双忍般：1/: 廷：~:
1:TRUE 成功したとき

o: FALSE 失敗したとき

o.:::~:::s::q:::R:::r忍：E望屁：I氾Q\N:

(libpavec.a) 

ファイル ポ イ ン タ で 指 定 さ れたストーリームのデータを D/A出力（アレイ

・トラン スファ）する。関数内部でパベックの初期化やメモリーのアロケーシ

ヨンを行なっている。最も簡便な、 D/A出力関数である。

また、 2チャネルで出力するときは、データをチャネル分だけ複製する。
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:N望A;:M:;K.............. 

pavec  init  (libpavec.a) 

＄忍::N窪：：:A:: 芯
double freq, duration; 

char chO, chl; 

char *mode; 

long length; 

pavec_init(freq, duration, chO, chl, mode, &length) ; 

汎：：R;:G::tJ.:: 闘：：E遵束．団：:s: 
freq 標本化周波数［単位 kHz]

duration 時間長［単位 msec]

chO, chl チャネルの設定フラグ 0または 1

mode A/  Dをおこなうときは "r"を、 D/Aのときは "w"を指定する

length 設定されたデータ長を返す

浪：:~::::T:V.:Jt坪：：E・::襄：唸：Y:: 達．じ廷：：~:
1: TRUE 成功したとき

O:FALSE 失敗したとき

: D応狂：：:S::(翠．怜:J望．．店：1翌：I戸：O>N: ........... ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
PI16Fのオープンとパ ベックの初期化等を行なう。 pavec_file_out(fp, fre 

q, time, chO, chl)以外の関数を使用する前に、必ず呼出さないといない。

$:::f p:::~::::::::::A.::1;::::s:::o: 
pavec_set_paket,pavec_open,pavec_mode 

'19 



:N/A;M:K ・・・・・・・・・・・・・・ 
pavec_mallocQBuf  (libpavec.a) 

溶翌：:::N./f: 壼：)t
pavec_mallocQBuf(); 

沢：：匝：罰：殻：：将：N::::E:: 氾）望：翠況：ぶ：：．：註：賎：屯：：・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・............... 
1: TRUE 成功したとき

Q:FALSE 失敗したとき

: P.<~: 溶:::c:r政窪：：ゼ：T忍:I¥9:::It
キュード バッファ用にメモリーを割り当てる。

\%E:J~ 誓喜公：：:k¥$J'.f 
pavec_freeQBuf,pavec_releaseQBuf 
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:N望A:M逍笠．・・・・・・・・・・・・・・ 
p a v e c __ m o d e (libpavec.a) 

翌芯：閻：：J;¥A.:)? 
char *mode; 

pavec_mode(mode) ; 

:A.:J{:t:f豆)\l甚：〗競：宝：：:s: 
mode A/  Dをおこな う と き は "r"を、 D/Aのときは "w"を指定する

R,:::ij::::f;: :tJ.:::B;:::tf :::E::J):: 詞忍:y翡極じ慧:)F;:

1:TRUE 成功したとき

0: FALSE 失敗したとき

: lYE:::s:::c:::R:: 濯;:P:閃r::::r::豆：：N: 
PAV  E Cのモードを設定する。 PAVECのモードとは、 A/Dか D/A

というだけではなく、チャネル数や、標本化周波数も含まれる。

具 体 的 に は 、 こ の 関 数は、設定されたこれらのモードを PAVECにPI16 F 

を通 して 命令 して いる 。この関数を実行することによって、はじめて、 P A V  

ECは、初期化されているのである。

pavec_init(freq, duration, chO, chl, mode, &length)は 内 部 で、この

関数を呼び出している。単 独 で 使 用 す る 際 は 、 事 前 に pavec_set_paket(freq,

duration, chO, chl, mode, &length)を使用してライブラリー内部の変数を

初期化しなければならない。

: S>E:;:R望：：:: 料：：L>:S:::O:: 
pavec_init,pavec_set_paket 
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:N望A:;絲：●K・・・・・・・・・・・・・・ 
pavec_open  (libpavec.a) 

笠•芯：N:: 悶：Ai●： X: 
pavec_open(); 

:R::ffi: 竺r::U:::R::N::;:E:;:D望：望：:: 梵：A:: じ：疋狂：E: ............ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
1: TRUE 成功したとき

O:FALSE 失敗したとき

．瞑包：：$;}:? 和 I/:P汀：：：：I覆淑：
PI16Fのオープンを行う。

羹ぶ：WJ!; 差忍：A:: 且：:S:;:Q:: 
pavec_set_paket,pavec...:close 

52 



:N沿位M::E:............. 

pavec _ q i n  (libpavec.a) 

::S¥Y::'.N: 唄：浄此X:.................... 

pavec_qin(); 

-R:::u::::T: 賎：：：rt討：：：怜：D望：殴：V<A:t屁駆：E: 
l:TRUE 成功したとき

O:FALSE 失敗したとき

: D臼的：s::c::: 北：：店：：羽：1翌：I望：O::N: ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
キュード・ A/Dトランスファを実行する。この関数を使用する前に は 、 キ

ユード バッフアが A/D用に設定されてないといけない。キュード バッフ

アを設定するにいは、 pavec_setQuedBuf(fp)を使うか、または、 pavec_ma11 

ocQBuf(),pavec_releaseQBuf(fp)を使えば良い。

_:$:::;El::::~::::::::::N::r:;::::s:::q:: 
pavec_setQuedBuf ,pavec_mallocQBuf ,pavec_releaseQBuf 

53 



競義：::M覧

pavec_qin_loop  (libpavec.a) 

i$望酌：N望唸心：x
pavec_qin_loop(); 

浪湿賢じ豆：●：l{:N誓E虞認忍忍：恐吟：：：認賤．賤
l:TRUE 成功したとき

O:FALSE 失敗したとき

: D>E:::S<C:;:l疫：叩：：：~~<1?::1::::0旦N:...................................... 

キュード・ A/Dトランスフ アを繰り返し実行する。この関数を使用する前

に は 、 キュード バッフアが A/D用に設定されてないといけない。キュード

バッファを設定するにいは、 pavec_setQuedBuf(fp)を使うか、または、 pa

vec_mallocQBuf() ,pavec_releaseQBuf(fp)を使えば良い。

閥：：Q:::T:::K::S: 
この関数を停止するには、なんらかの割り込みでしか行なえない。子プロセ

スでこの関数を使用していて、かつ、その子プロセスが端末から制御が放れて

いるならば、 k i 1 1するしかない。

これらの場合、 PAVECの CPUランプが点灯した状態のままになってし

まうので、 CPUランプを消したいならば、なんらかの方法で初期化しないと

いけない。

.£:: 直::::E哀翠料：：じ:::S合0::
pavec_qin,pavec_setQuedBuf ,pavec_mallocQBuf ,pavec_releaseQBuf 
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:N旦A:M:K．．．．．．．．．．．．． 

pavec_qout  (libpavec.a) 

::S翌炸：N::: 咀：:: 心：).(:
,''''''''''''"'''''' 

pavec_qout(); 

:R:: 団:r直：::8;::N湛籾翌：望：:y: 沿：：J~ 匁：：:~: 
1:TRUE 成功したとき

Q:FALSE 失敗したとき

窮：:e:::s:::e:::it::: ・1臼唸：T望L:0/N:
キュード ・D/Aトラン スフ ァを 実行 する 。こ の関 数を 使用 する 前には、キ

ュード バッフアが D/A用に設定されてないといけない。キュード バッフ

アを設定するにいは、 pavec_setQuedBuf(fp)を使うか、または、 pavec_mall

ocQBuf() ,pavec_releaseQBuf(fp)を使えば良い。

-:.S:::E:'.:E望：屁：カぶ：：じ：::S:::O:: 、．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．

pavec —_s e tQuedl3u f, pavec_ma l locQBuf, pa vec_re l easeQl3u f 
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}'{沿：：絲E・

pavec_relaseQBuf  (libpavec.a) 

i$/V::=:N. 汀喜忍：x
# include 〈stdio.h〉

FILE *fp; 

pavec_releaseQBuf(fp); 

狡：:E:::T:: 冠：：将：競：：E:::D翠：旦：V屁凶：じ：寇：：ぉ：

1: TRUE 成功したとき

O:FALSE 失敗したとき

粒::$?$:;:<:; 店:B:¥1/Jj翌r:江：唸Q翠ff
キュード・トランスフアを行なう際のファイルポインタを指定する。

この関数が失敗する原因としては、 D/Aのときであればファイルの読み込

みエラーが考えられる。

溶忍穀：}ti望：：：A.)菜::$);:>:: 
pavec_freeQBuf,pavec_mallocQBuf 
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:N泌：：M:;K ．．．．．．．．．．．．．． 

pavec_set―_paket (libpavec.a) 

),¥Y::::N:: 氾：料：：X: 
double freq, duration; 

char chO, chl; 

char *mode; 

long length; 

pavec_set_paket(freq, duration, chO, chl, mode, &length) ; 

．森::応:G::tJ.:'.M:E望ぶ1:::1翌：S・・・・・・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
freq 標本化周波数［単位 kHz]

duration 時間長［単位 msec]

chO, chl チャネルの設定フラグ 0または 1

mode A /  Dをおこなうときは "r"を、 D/Aのときは "w"を指定する

length 設定されたデータ長を返す

：応印：~:f:::\J.:::t{:N:連羽:P:翌翌Y/A?恥防：s.: 
l: TRUE 成功したとき

0: F AL.SE 失敗したとき

襄:~::::$:::o:::R.:::r::::e::J翌f心：fl: 

ライブラリー内部で使用している帯域変数等を初期化している。

pavec_init(freq, duration, chO, chl, mode, &length)は内部で、 こ の

関数を呼び出している。

: ff)V:~:::::: ●：沿し：池：：：ftQi 
pavec_init,pavec_mode 
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:N望A:M::E:・・・・・・・・・・・・・・ 
p a v e c―_setQuedBuf  

溶：：梵：N渭翠梃X
# include 〈stdio.h〉

FILE・*fp; 

pavec_setQuedBuf(fp); 

:R望E:;笙：冠：：託：N::; お：：：D翠：翌V:洒：：拉：賎：泡：：,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,., 

1: TRUE 成功したとき

0: FALSE 失敗したとき

:D忍If:$}'.~:::B,: 忍阻孔苔，T唸五，：：O望N:

(libpavec.a) 

キュード バ ッ フ ア を 設 定 し、キュード・トランスフアを行なう際のファイ

ルポインタを指定する。

この関数が失敗する原因としては、メモリーが割り当てられなかったか、ま

たは、 D/Aのときであればファイルの読み込みエラーが考えられる。

婆:Jv:~:唸忍：松：：且：$;::Q:: 
pavec_freeQBuf,pavec_mallocQBuf ,pavec_releaseQBuf 
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.N:A:M::K ............. 

pavec_sLop  (libpavec.a) 

)~:/f:::N: 平：針’芯
pavec_stop(); 

浪濯：：：箕蒻：B/N::iF,:: ど襄翌翌公：：恥且：：~:
1:TRUE 常に

狂：：ms::c.::: 比：：限：：：J?:::1翌：I望：O'.::N: 
開いていたデバイス (Pll6F)をクローズし、使用していたメモリーを解放す

る。 pavec_file_out(fp, freq, time, chO, chl)以外の関数の使用後に、必

ず呼出さないといけない。

::$:)!VW応麿：}i:::: 駐：)$:::9::
pavec_close() 
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:N/A:M::K .............. 

pavec_xin  (libpavec.a) 

){){: 忍閑：氾：・錢X
union 

{ short *data; 

int dummy; 

buffer; 

long length; 

pavec_xin(buffer.data, length); 

沿：R: 既：U:JJ.CE望：棟：閤：：s.............................. 

buffer データ

length データ長

浪箕：·約：豆：応競：：E濁忍喜茂設立恥~r賤
1:TRUE 常に

狂：：E:::s:::c::: 民：：店：;: 屁：宝：：：店：O望N:........................... ・・・・.......

アレイ・ A/Dトランスフアを実行する。
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閥：：A:MiK .............. 

pavec_xout  

溶}'(::N,:震：殺X
． 

union 

short 

int 

buffer; 

long length; 

*data; 

dummy; 

pavec_xout(buffer.data, length); 

戎：：R::G: 冠：：M: 底：：飩：T::;:S: ........................... , .. 

buffer ・ デ ー タ

length データ長

: R>E:: 杞：：ff将＇剥：：:E:::D翌：望：V<A::t、＇：氾：屯：：
1: TRUE 常に

: n湘：：：s:::c:::tt:::1羽：P.:;: 罰：：：R追）：:;N: ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
アレイ ・D/Aトランスフアを実行する。

- 61 -

(libpavec.a) 



情録：リースリスト］



printed on 07/25/1989 at 09:18:42 from atr-hr 

I : __――--―---―------------------------I # PAVEC LibraryュnstalatュonMakefile 

I #-------------------------------------------
I # S.Tenpaku(JAPAN) 
I # 7.June.1989 

I#-------------------------------------------
I # 
I SoundLAB = /usr2/tis/work/SoundLAB 

lOj INC = $(SoundLAB)/include 
I LIB = .. /lib 
j RTU4 = 4 

I # 
I SOURCES = da_XOUT.c damain.c pavec.c util.c pavec.h 
I OBJECTS = da_XOUT.o damain.o pavec.o util.o 

I : set compl1e option 

201 # 
.c.o: 

cc -0 -c -DRTU4=$(RTU4) -DSoundLAB='"$(SoundLAB)"'-I$(INC) $< 

library: $(OBJECTS) ¥ 
$ (LIB) /libpavecl. a ¥ 
$(LIB)/libpavec.a 

install: library 
chown root* 

301 chmod 0644 * 

＃ 

cd $(LIB);chown bin *.a;chmod 0644 *.a 
cd $(INC);chown bin *.h;chmod 0644 *.h 
make clean 

$(LエB)/libpavecl. a: $ (OBJECTS) 
rm -f libpavecl.a 
ar q libpavecl. a・lorder $ (OBJECTS) I tsort 2〉 /dev/nu11・
mv -f libpavecl. a $ (LIB) 

j ranlib $(LIB)/libpavecl.a 

401 

50 

I $(LIB)/libpavec.a: $(OBJECTS) 
I rm -f libpavec.a 
I ar q libpavec. a util. o pavec. o 
I mv -f libpavec.a $(LIB) 
I ranlib $(LIB)/libpavec.a 

debug: main.o 

clean: 

copy: 

# demo 

make library 
cc main.o .. /lib/libpavec.a -o pavec -lmr -lm 

rm -f *.o *.bak *- core 

cp $(SOURCES) $(DST)/PAVEC 
cp Makefile $(DST)/PAVEC 

demo: library 
601 rm -f * 

＃ 
# end-of-file (PAVEC/Makefile) 
＃ 



printed on 07/25/1989 at 09:18:51 from atr-hr 

I /* 
I * 
I * D/A ARRAY TRANSFER 
I -----------------------------------------------------------
I : -library J.ibpavecl. a 
I :-pubJ.ic da XOUT(fchan, nchans, freq, buffer, length) 

I : useing mouseShape(), errorMsg() 

I --ご--------------------------------------------------------I * S. Tenpaku (JAPAN) 
lOj * 7.June.1989 re-write(for PAVEC) 

I ------------------------------------------------------------
I */ 
I # include 
I # include 

I 
I # define 
I # define 
I # define 

201 

<stdio.h> 
<mouse.h> 

MAX CHANNELS 
TRUE 1 
FALSE 0 

2
 

/* PAVEC max channels*/ 

／＊ 
＊ 

----------------------------------------------
da XOUT 

----------------------------------------------
＊／ 

da_XOUT(fchan, nchans, 
int fchan; 
int nchans; 

j double freq; 
30j short *data; 

I long length; 

I /* 
I * NOTE: 
I * If useing 2 channels, the buffer length must be 2*length. 

I * 
I * 
I * 
I *I 
I < 

40 

freq, data, l.ength) 
/* First channel. to be sampl.ed */ 
/* Number of channel.s to be sampled*/ 
/* Cl.ock frequency [kHz] */ 
/*data*/ 
/* Number of frames to be transferd */ 

50 

60 

-〉

channel O --> buffer{ 0, 2, 4, .... } 
channel 1 --> buffer{ 1, 3, 5, .... } 

double 
char 

time= (double)length/freq; 
chO, chl; 

/* caluculate frequency*/ 
if (freq <= 0) 

{ errorMsg("ILLEGAL FREQUENCY FOR THE D/A TR紐 $FER"); 
return (FALSE) ; 

｝ 
if (length<= 0) 

{ errorMsg("ILLEGAL LENGTH FOR THE D/A TRANSFER"); 
return(FALSE); 

／＊ 
＊ 

＊ 

＊／ 

if (nchans == 1) 
{ if (fchan == 0) 

{ chO = 1; 
chl = 0; 

when uesing over 2 channels, 
set incr is 1 

｝ 
else 

{ chO = O; 
chl = 1; 

｝ 

else 
if (nchans == 2) 

{ chO = chl = 1; 
70 i . > 

else 
{ errorMsg("NON SUPORTED CHANNEL NUMBER (FCHANS <= %d)", MAX_CHANNELS) 

return(FALSE) ; 

/* change mouse shape*/ 
nice(-20) ; 

mouseShape (_ SPEAKER) ; 

801 /* initialize PAVEC */ 
if (!pavec init(freq、time, chO, chl, "w", &length)) 

{ errorMsg("PAVEC INITIALIZE FAILED ! ! ") ; 
return (FALSE) ; 



page 2/da_XOUT.c 

I /* D/A convert*/ 

I pavec_xout(data, length); 

I /* D/A stop*/ 
901 pavec_stop(); 

I /* all TRUE*/ 
I nice(20); 
I return(TRUE); 

I > 

/* mrevwt */ 
mrcompleted(pathno) 

1001 int pathno: 

110 

｛ 
int endstatus = 1: 
int i = O: 

while(endstatus == 1) 
{ mrevck(pathno, &endstatus) : 

i++; 

if (endstatus != 2) 
{ errorMsg("Not Completed Transfer!"); 

return (FALSE) ; 

｝ 

else 
return (TRUE) ; 

/* end-of-file (da_XOUT.c) */ 



printed on 07/25/1989 at 09:19:01 from atr-hr 
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-------------------------------------------
File D/A output program 

-------------------------------------------
＊ 

Progrmed by S.Tenpaku(JAPAN) 
22.June.1988 

# define 
# define 

<stdio.h> 

TRUE 1 
FALSE 0 

20 

80 

union 
{ short *buf; /* data array*/ 

int dummy; /* data baundary */ 
} data; 

／＊ 
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channel, length) 
/* buffer of data*/ 
/* sampling frequency [kHz] */ 
/* D/A channel*/ 
/* file length*/ 

int 
int 

long 
char 

fchan 
nchans 

•9.
, 

0

1

 

―――― 

i, j; 
*p, *malloc(); 

/* set channel*/ 
switch(channel) 

｛ 
case 0: 

fchan = O; 
nchans = 1; 
break; 

case 1: 
fchan = 1; 
nchans = 1; 
break; 

soi case 2: 
fchan = 0; 
nchans = 2; 
break; 

default: 
return (FALSE) ; 
break; 

/* malloc */ 
60i if ((p  = malloc(length*2*nchans)) ==NULL) 

return(FALSE); 
data.buf = (short *)p; 

/* copy buffer*/ 
if (nchans == 1) 

{ for (i = j = 0; j <length; i++) 
{ data.buf[j++] = buf[i]; 

｝ 

70j els! 
{ for (i = j = 0; i <length; i++) 

{ data.buf[j++] = buf[i]; 
data.buf[j++] = buf[i]; 

/* D/A */ 
da XOUT (fchan, nchans, freq, data. buf, length ; ） 

free(p); 

/*done*/ 
return(TRUE); 



printed on 07/25/1989 at 09:19:17 from atr-hr 

I /* 
I ----------------------------------------------------------
I PAVEC A/DD/A converter library 
I ----------------------------------------------------------
I programed by S.Tenpaku (JAPAN) 
I 27.April.1989 
I 7.June .1989(Completed) 

I ----------------------------------------------------------
I pavec setQuedBuf(fp) 

101 FILE *fp; 

I -------------------------------―_---------I pavec qout 

I -----ご----~~-----------------------------I pavec_qュn()
I -------------------------------~---------
I pavec qin loop () 
I -----------------------------------------
I pavec_xin(data, length) 
I short *data; 

20 long length; 
-----------------------------------------
pavec_xout(data, length) 
short *data; 
long length; 

-----------------------------------------
pavec_init(freq, duration, chO, chl, mode, length) 
double freq; sampling freqency [kHz] 
double duration; data duration [msec] 
char chO; channel O flag [O:Not used or 1:Used] 

301 char chl; channel 1 flag [0:Not used or l:Used] 
char *mode; pavec used mode ["r":A/D or "w":D/A] 
long *length; return PAVEC.length 

-----------------------------------------
pavec stop （） 
-----------------------------------------
＊／ 

# include "pavec. h" 

／＊ 

401 * 

50 

--------------------------------
ad service 

--------------------------------
A/D Service Routine of AST 
＊／ 

static 

ad_~ervice() 

short *retptr; 
int size; 

/* Buffer Get from Ringbuffer */ 
mrbufget(inpath, 0, &retptr): 
if (PAVEC.flag) 

{ PAVEC.count += PAVEC.quesize; 
if (PAVEC.count < PAVEC.length) 

size= PAVEC.quesize; 
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else 
if (PAVEC.length < PAVEC.quesize) 

{ size= PAVEC.length; 
PAVEC. flag = 0; 

｝ 

else 
｛ size= PAVEC.quesize -PAVEC.count + PAVEC.length; 

PAVEC.flag = 0; 
｝ 

/* write data*/ 
fwrite((char *)retptr, sizeof(*retptr), size, PAVEC.fp); 

｝ 
/* Buffer Release*/ 
mrbufrel(inpath, retptr); 
return; 



page 2/damain.c 

90 

120 

140 

／＊ 
＊ 

---------------------------------------------
daFmain 

-----------------------・ ー---------------------＊／ 

daFmain(buf, freq, 
float *buf; 
double freq; 
int channel; 
int length; 

｛ 

channel, length) 
/* buffer of data*/ 
/* sampling frequency [kHz] */ 
/* D/A channel*/ 
/* file length*/ 

int fchan = 0; 
int nchans = 1; 

100 I long i, j ; 
char *p, *malloc(); 

/* set channel*/ 
switch(channel) 

｛ 
case 0: 

fchan = 0; 
nchans = 1; 
break; 

11oi case 1: 
fchan = 1; 
nchans = 1; 
break; 

case 2: 
fchan = 0; 
nchans = 2; 
break; 

default: 
return(FALSE); 
break; 

/* malloc */ 
if ((p  = malloc(length*2*nchans)) ==NULL) 

return (FALSE) ; 
data.buf = (short *)p; 

/* copy buffer*/ 
if (nchans == 1) 

1301 { for(i=j=O;j<length;i++) 
{ data.buf[j++] = buf[i]; 
｝ 

｝ 
else 

{ for (i = j = 0 ; i < length ; i++) 
{ data.buf[j++] = buf[i]; 

data.buf[j++] = buf[i]; 

/* D/A */ 
da XOUT(fchan. nchans. freq. data.buf. length); 
free(p); 

／
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short *retptr; 
int 

． size; 

if (PAVEC.flag) 
{ /* Buffer Get from Ringbuffer */ 

mrbufget(outpath, 0, &retptr); 

｝ 
return: 

PAVEC.count += PAVEC.quesize; 
if (PAVEC.count < PAVEC.length) 

size= PAVEC.quesize; 
else 
if (PAVEC.length < PAVEC.quesize) 

{ size= PAVEC.length; 
PAVEC.flag = 0; 

｝ 
else 

{ size= PAVEC.quesize -PAVEC.count + PAVEC.length; 
PAVEC.flag = O; 

｝ 
/* read data*/ 
if (feof(PAVEC.fp)) 

PAVEC.flag = 0; 

else 
if (fread((char *)retptr, sizeof(*retptr), size、PAVEC.fp) <= 0)  

PAVEC. flag = 0; 
else 

mrbufrel(outpath, retptr); /* Buffer Release*/ 

------------------------------
pavec_qout 

1201 ------------------------------

130 

140 

＊／ 

pavec_qout() 

｛ 
if (PAVEC.mode) 

{ /* Do D/A service*/ 

｝ 

else 

mrpfomod(outpath, 
ON, 
ON, 
ON, 
OFF、
ON, 
WRITE FUNC、
END FUNC);  

I* . scanning service*/ 
mrxoutq (outpath, 

PAVEC.quesize, 
PAVEC.length, 
da service ; ） 

/* 10 Sec Wait * / 
mrevwt (outpath, 

0, 
RW_TエMEOUT); 

return (TRUE) ; 

return(FALSE); 

150i /* 

I * 
I ------------------------------

pavec qin 

------------------------------
＊／ 

pavec _ qin () 

｛ 
if (PAVEC.mode) 

1601 return(FALSE); 
else 

{ /* Do A/D service*/ 
mrpfimod(inpath, 

ON, 
ON、
OFF, 
READ FUNC, 
END_FUNC) ; 
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0

0

 

7

8

 

1

1

 

／＊ service*/ 
mrxinq (inpath, 

PAVEC.quesize, 
PAVEC.length, 
ad_service) ; 

/* 10 Sec Wait*/ 
mrevwt (inpath, 

0, 
RW TIMEOUT) ; 

return (TRUE) ; 

｝
 

ー， ゚． 

200 

210 

220 

／＊ 
＊ 

------------------------------
pavec qュn loop 

------------------------------
＊／ 

pavec_qin_loop() 

｛ 
if (PAVEC.rnode) 

return(FALSE); 
else 

{ /* Do A/D service*/ 
rnrpfirnod(inpath、

ON、
ON, 
OFF, 
READ FUNC, 
END FUNC) ; 

/* loop forever*/ 
while(1) 

{ /*service*/ 
rnrxinq (inpath, 

PAVEC.quesize. 
PAVEC.length, 
ad service) ; 

7 
/* 10 Sec Waュt */ 
rnrevwt (inpath. 

o. 
RW TIMEOUT) ; 

/* init flag and count*/ 
PAVEC.flag = TRUE; 
PAVEC.count = 0; 

｝ 
return(TRUE); 

＊
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／
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int 
char 

quesュze;
*p, *rnalloc () ; 

/* initialize PAVEC paket */ 
PAVEC.fp = fp; 
PAVEC.flag = TRUE; 
PAVEC.count = O; 
if (PAVEC.bufptr != (short *)-1) 

{ free((char *)PAVEC.bufptr); 
PAVEC.bufptr = (short *)-1; 

/* Set Size of File and Buffer */ 
quesize = PAVEC.quesize*NBUFFS*sizeof(short); 

／＊ 
＊ 

＊／ 

if ((p = malloc(quesize)) ==NULL) 
return (FALSE) ; 

PAVEC.bufptr = (short *)p; 

Queued buffer allocation 
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else 
｛ 

fclose(fp) ; 
return(FALSE); 

｝ 
mrbufall(outpath, 

PAVEC.bufptr, 
NBUFFS, 
PAVEC.quesize*2); 

/* for A/D */ 
mrbufall(inpath, 

Pl¥.VEC.bufptr, 
NBUFFS, 
Pl¥.VEC.quesize*2); 

｝ 

/*done*/ 
return (TRUE) : 

／＊ 

2801 * 
--------------------------

pavec freeQBuf 
--------------------------
＊／ 

pavec_freeQBuf() 

I { 

J 
/* initialize PAVEC paket */ 
if (PAVEC.bufptr != (short *)-1) 

{ free ((char *) PAVEC. bufptr) ; 
PAVEC.bufptr = (short *)-1; 

｝ 
/*done*/ 
return(TRUE); 

＊

＊

 

／
 

--------------------------
pavec mallocQBuf 

3001 --------------------------
＊／ 

pavec_mallocQBuf() 
｛ 

int quesize ; 
char *p, *malloc () ; 

/* initialize PAVEC paket */ 
if (PAVEC.bufptr != (short *)-1) 

return (TRUE) ; 
3101 /* Set Size of File and Buffer */ 

quesize = PAVEC.quesize*NBUFFS*sizeof(short); 
if ((p = malloc (quesize)) == NULL) 

return (FALSE) ; 

/*done*/ 
PAVEC.bufptr = (short *)p; 
return (TRUE) ; 

／＊ 

320 j * 
I --------------------------

pavec releaseQBuf 

--------------------------
＊／ 

pavec_releaseQBuf(fp) 
FILE *fp; 

｛ 
int quesize = PAVEC.quesize*NBUFFS*sizeof(short); 

330 I /*・ ・ ュnュtializePAVEC paket */ 
PAVEC.fp = fp; 
PAVEC.flag = TRUE; 
PAVEC.count = 0; 

／＊ 
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fclose (fp) : 
return(FALSE): 

｝ 
mrbufall(outpath, 

PAVEC.bufptr, 
NBUFFS, 
PAVEC.quesize*2); 

3501 

｝ 
else 

｛ /* for A/D */ 
mrbufall(inpath, 

PAVEC.bufptr, 
NBUFFS, 
PAVEC.quesize*2); 

｝ 

/*done*/ 
return (TRUE) ; 

360 I /* 
＊ 

-------------------------
pavec xin 

-------------------------
array in transfer 
＊／ 

pavec xin(data, length) 
short *data; 
long length; 

3701 { 
/* Do A/D service*/ 
mrpfimod(inpath, 

ON, 
ON, 
OFF, 
READ FUNC, 
END_FUNC) ; 

380 
/* ARRAY Transfer*/ 
mrpdxin(inpath, 

length, 
data); 

/* 10 Sec Wait*/ 
mrevwt (inpath, 

390 I ;• , ら翌悶芦:―::MEOUT) 

I * 
I -------------------------
I pavec xout 

I -------------------------
array out transfer 
＊／ 

pavec_xout(data, length) 
4001 short *data; 

long length; 

｛ 

/* Do D/A service*/ 
mrpfomod(outpath, 

ON, 
ON, 
ON, 
OFF, 

. ON, 
4101 WRITE FUNC, 

END FUNC)  ; 

/* ARRAY Transfer*/ 
mrpdxout(outpath, 

length, 
data)  ; 

/* 10 Sec Wait*/ 
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4 2 ゚

mrevwt (outpath, 
0, 
RW TIMEOUT) ; 

/*done*/ 
return (TRUE) ; 

duration, chO, chl, mode, length) 
/* sampling freqency [kHz] 
/* data duration [msec] 
/* channel O flag [0 or l] 
/* channel l flag [0 or l] 
/* pavec used mode 
/* return PAVEC.length 

440 

／＊ 
＊ 

----------------ー・--・-----------------pavec init 

4301 -----------------------------------
＊／ 

int 
pavec_init(freq, 
double freq; 
double duration; 
char chO; 
char chl; 
char *mode; 
long *length: 

｛ 

450 

480 

490 

＊
＊
 

／
 

if (pavec set paket(freq, duration, chO, chl, length) && /*setup paket */ 
pavec open) && ( /*  open device*/ 
pavec_mode(mode)) /* init device*/ 

return (TRUE) ; 
else 

{ pavec stop(); 
return(FALSE); 

―
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int sts; 

/* stop a transfer*/ 
if (ciutpath < 0 && inpath < 0)  

return (TRUE) : 
mrstop(outpath, 1, &sts): 
mrstop(inpath, 1, &sts): 

/* reset PAVEC */ 
pavec_control(INIT_DATA. INIT_FUNC); 

/* close all device*/ 
pavec_close(); 

／＊ 
＊ 

＊ 

if (PAVEC.bufptr != (short *)-1) 
{ free ((char *) PAVEC. bufptr) : 

PAVEC.bufptr = (short *)-1: 

Free Memory Allocation 

/

/

／

／

／

／

 

*

＊

*

＊

*

＊

 

／＊ 

* Close AID-Converter 
＊／ 

inpath = -1: 
outpath = -1: 

/*done*/ 
return(TRUE): 

＊
＊
 

／
 

-------------------------
pavec open 

-------------------------
＊／ 

pavec _ open () 

｛ 
5001 static char flag= TRUE; 

/* ----init ----*/ 
if (flag) 
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PAVEC.bufptr = (short *)-1; 
flag= FALSE; 

510 

0

0

 

2

3

 

5

5

 

540 

0

0
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6

 

5

5

 

570 

580 

/* init path no*/ 
inpath = -1; 
outpath = -1; 

/* open inpath */ 
mropen (&inpath, PFIO, 0); 
if (inpath < 0)  

return (FALSE) ; 

/* open outpath */ 
mropen (&outpath, PFOO, 0); 

if (outpath < 0)  

{ pavec _ cl.ose () ; 
return (FALSE) ; 

/* Initialize inbound and outbound transfer mode table*/ 
mrpfiinit (inpath) ; 
mrpfoinit(outpath); 

/*done*/ 
return (TRUE) ; 

／＊ 
＊ 

----------------------------
pavec mode 

--------------------・ 疇-------
＊／ 

pavec_mode(mode) 
register char *mode; 

｛ 
int tmpfreq; 
char Mode; 

/* check mode*/ 
if (*mode =='r'11 *mode =='a'11 *mode =='i') 

Mode= PAVEC AD MODE; 
else 
if (*mode=='w'11 *mode=='d'11 *mode=='o') 

Mode= PAVEC DA MODE; 
else 

-return(FALSE); 
／＊ 

* Converter init 
＊／ 

if (!pavec control(INIT_DATA, 
return(FALSE); 

／＊ 
＊ 

＊／ 

if (!pavec_control(MPX_XNS_DATA, 
return (FALSE) ; 

if (!pavec control(MPX_ADDRESS, 
return(FALSE) ; 

Mpx address x'sfer 

INIT_FUNC)) 

CONT_FUNC)) 

DATA_FUNC)) 

／＊ 

* Pavec Paser Format Conversion (Sets to external Area) 
＊／ 

tmpfreq = pavec_pv_conv(); 
if (!pavec_control(PACER_XNS_DATA, CONT_FUNC)) 

return (FALSE) ; 
if (!pavec control(tmpfreq, DATA FUNC) ） 

return(FALSE); 

／＊ 

* A/DD/A data x'sfer mode setting 
＊／ 

if (!pavec control(MODE_XNS_DATA, CONT_FUNC)) 
return (FALSE) ; 

if (!pavec_control(AUTO_START―_DATA, DATA_FUNC)) 
return(FALSE); 

PAVEC.mode = Mode; 
if (PAVEC.mode) 

{ /** D/A conveter write start **/ 
if (!pavec control(WRITE_ENB_DATA, CONT_FUNC)) 

return(FALSE) ; 
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590 

else 
{ /** A/D conveter read start **/ 

if (lpavec control(READ_ENB_DAT凡
return (FALSE) ; 

CONT_FUNC)) 

/* doen */ 
return(TRUE) ; 

＊

＊

 

／
 

I 
-----------------------------------

600 pavec control 

-----------------------------------
Set PFO mode. 

＊／ 

static 
j pavec control(data, func) 

I ュnt data; 
I int func: 

I < 
I static union 

610 I { short outbuf [BUFF SIZE]: 

I int outdum[l]; 
I } control; 
I register int i; 

620| 

630 

640 

660 

/* for control word*/ 

/*settable*/ 
for (i = 0: i く 4; i++) 

control.outbuf[i] = data; 

/* out the control word*/ 
mrpfomod(outpath, 

ON, 
ON, 
ON, 
OFF, 
ON, 
func, 
END FUNC) ; 

mrpdxout(outpath, 
BUFF SIZE, 
control.outbuf) ; 

/* wait for event*/ 
if (!  mrevwait (out path, TIMEOUT)) 

{ pavec close(); 
return(FALSE); 

｝ 
else 

return (TRUE) ; 

＊

＊

 

／
 

-----------------------------------
pavec set paket 

-----------------------------------
＊／ 

pavec set paket(freq, 
double freq; 
double duration; 

6501 char chO, chl; 
long *length; 

｛ 

duration, chO, chl, length) 
/* sampling frequency [kHz] 
/* data duration [msec] 
/* channel flag TRUE or FALSE 
/* return PAVEC.length 

/* set frequency */ 
if (freq < MINFREQ 11 freq 〉 MAXFREQ)

return(FALSE); 
PAVEC.freq = freq * 1000.0; /* [kHz] => [Hz] */ 

/* set duration*/ 
if (duration<= 0) 

return (FALSE) ; 
if (duration> RW TIMEOUT) 

return(FALSE); 
PAVEC.duration = duration/1000.0; /* [msec] => [sec] */ 

/* set channel*/ 
if (chO) 

{ if (chl) 
{ PAVEC.nchan = 2; 

MPX ADDRESS= MPX ADRS 2CH; 

/
I
I
/
 

＊

＊

＊

＊

 

670 
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else 
{ PAVEC.nchan = 1: 

MPX ADDRESS= MPX ADRS CHO; 

｝ 
else 

{ if (chl) 
{ PAVEC.nchan = 1; 

MPX ADDRESS= MPX ADRS CHl; 
680 I } 

else 

690 

710 

750 

return(FALSE); 

｝ 
/* set length*/ 
PAVEC.length = PAVEC.freq*PAVEC.duration*PAVEC.nchan; 
／＊ set quesize */ 
PAVEC.quesize = PAVEC.freq*PAVEC.nchan; 
/*done*/ 
*length= PAVEC.length; 
return (TRUE) ; 

／＊ 
＊ 

-----------------------------------
pavec_pv_conv 

-----------------------------------
For PAVEC. 

＊／ 

7001 static int 
pavec_pv_conv() 

｛ 
unsigned long tmpO. tmpl. tmp2; 

tmpO = 10000000 / PAVEC.freq; 

tmpl = tmpO & MASKOOFF; 
tmp2 = tmpO≪4; 
tmp2 = tmp2 & MASKFOOO; 
tmpO = tmpl I tmp2; 

return ((int) tmpO) ; 

＊

＊

 

／
 

-----------
pavec close 

---------------------------
no I * I 

pavec close() 
{―.  

if (outpath 〉 0)
mrclose(outpath); 

if (inpath > 0) 
mrclose(inpath); 

inpath = outpath = -1; 

7301 /* 
＊ 

----------------------・ ー----
mrevwait 

---------------------------
＊／ 

static 
mrevwait(pathno, wtime) 

int pathno; /* DACP path number*/ 
int wtime: /* wait loop number*/ 

7401 /* 
NOTE: 
wtime's unit is not time. 
It is maximum loop counter. 
＊／ 

｛ 
register int J. = 0; 

int status= -1; 

while(status != 2) 
{ if (i > wtime) 

return (FALSE) ; 
else 

/*failure*/ 

mrevck(pathno, &status); 
J.++; 
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/*~uccess */ 
return (TRUE) ; 
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Required incl.ude fil.es 

／＊ 
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# define 

PAVEC 16-BIT A/DD/A CONVERTER 
Control function define table 
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30 
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# define 
# define 
# define 
# define 
# define 

# define 
# define 
# define 
# define 
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# define 
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<stdio.h> 
<mr.h> 
<fcntLh> 

c
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Define 

struct 
char 
FILE 
int 
double 
double 
long 
short 
int 
char 
int 
PAVEC; 

MエNFREQ

MAXFREQ 

MAX FRAME 

ON 
OFF 
BUFFSエZE
TIMEOUT 
RW TエMEOUT

MPX ADRS CHO OxOOOO 
MPX ADRS CHl Ox0101 
MPX ADRS 2CH OxOlOO 
AUTO START DATA OxOOOl 

DATA FUNC 
CONT FUNC 
INIT FUNC 
READ FUNC 
WRITE FUNC 
END FUNC 

INIT DATA 
MODE XNS DATA 
MPX XNS DATA 
PACER XNS DATA 
READ ENB DATA 
WRITE ENB DATA 

MASKOOFF 
MASKFOOO 
MASKOlOO 

Device Name 

PFIO 
PFOO 
CKlO 

NBUFFS 
NEAREST 
SQUARE 
WIDTH 
BLKSIZE 

PAVEC AD MODE 
PAVEC DA MODE 

mode; 
*fp; 
nchan: 
freq; 
duration; 
length; 
*bufptr: 
quesize; 
flag: 
count; 

0

0
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0

 

0

0

 

0
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0

 

0
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0

0

 

4

1

1

1

0

4

2

1

 

0
1
3
4
 0

0

 
Ox0052 
Ox0052 
Ox0010 
OxOOll 
Ox0080 
OxOOOO 

Frequency-control-code of PAVEC 

OxOOff 
OxfOOO 
OxOlOO 

"/dev/dacpO/pfiO" 
"/dev/dacpO/pfoO" 
"/dev/dacpO/clkO" 

6 

゜4 

0.0 
4096 

0

1

 

I" A/D sample minim= frequency [kHz]•; I 
/* A/D sample maximum frequency [kHz] */ 

/* Maximan Frame Length [sec] */ 

/* pi16f contril bit on*/ 
/* pi16f contril bit off*/ 
/* Output buffer size for pi16f */ 
/*Timeout for 2-sec */ 
/*Timeout 1000-sec for I/0 */ 

/* Mpx address select 0-ch */ 
/* Mpx address select 1-ch */ 
/* Mpx address select 0/1-ch */ 
／＊工nternalpacer & auto start*/ 

/* FN=O for data word x'sfer */ 
/* FN=l for control word x'sfer */ 
/* FN=3 for init control word x'sfer */ 
/* FN=4 for data read start FN-bit */ 
/* FN=O for data word x'sfer */ 
/* Reset all FN-bit mask*/ 

/* Initilyze control word*/ 
/* Mode x'nsfer control word*/ 
/* Mpx adrs x'nsfer control word*/ 
/* Pacer x'nsfer control word*/ 
/* Data read enable control word*/ 
/* Data write enable control word*/ 

/* mask for creat freq*/ 
/* mask for creat freq*/ 
/* mask of freq-base 1 micro-sec*/ 

/* pi16f input device name */ 
/* pi16f output device name*/ 
/* Clock module "cklO" */ , 

A/Dor D/A control 

/* used for A/D converter 
/* used for D/A converter 

"UNIONS" & "STRUCTS" 

/*A/Dor D/A mode 
/* file pointer 
/* sample number of channel 
/* sampling frequency 
/* data duration [msec] 
/* sample length 
/* ring buffer pointer 
/* Qued Buffer Size 
/* Qued Buffer flag 
/* Qued Buffer count 

ヽ

／
／
 

＊

＊

 

/
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I
I
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＊
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inpath; 
outpath; 
cl.kpath; 

page 2/pavec.h 

/* pエ16FInput-bound path-no. */ 
/* PI16F Output-bound path-no. */ 
/* CKlO path-no. */ 

MPX_ADDRESS; 
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I /* 
I ----------------------------------------------------------
I PAVEC A/DD/A converter Utilities 
I ----------------------------------------------------------
I programed by S.Tenpaku (JAP紐）

I 7 .June.1989 

--------------
＊／ 

# include 
10 

20 

3 ゚． 

40 

5 ゚

6 ゚

70 

80 

# define 
# define 

<stdio.h> 

／＊ 
＊ 

---
pavec file out 

---------------------------------------------
＊／ 

pavec_file_out(fp. 
FILE *fp; 
double freq; 
double duration; 
char chO; 
char chl; 

｛ 

unュon
｛ short 

int 
data; 
short 
long 
int 
char 

｝ 

e1se 
｛ 

TRUE 
FALSE 

freq, duration, chO, chl) 
/* FILE pointer 
/* sampling frequency [kHz] 
/* data duration [msec] 
/* channel O flag [O or 1] 
/* channel 1 flag (0 or 1] 

*buf; 
dummy: 

1

0

 

/* data array*/ 
/* data baundary */ 

one[l]; 
i, length; 
nchans "'chO + chl; 
*p, *malloc () ; 

/* rnalloc */ 
length= freq*duration*nchans; 
if ((p = rnalloc(length*sizeof(short))) ==NULL) 

return(FALSE); 
data.buf = (short *)p; 

/* copy buffer*/ 
i = O; 
if (nchans == 1) 

(while(lfeof(fp)) 
(if  (fread((char *)one, sizeof(*one), 1, fp) <= 0) 

break; 
else 
if (i <length) 

data.buf[i++] = one[O]; 
else 

break; 

while(!feof(fp)) 
{ if (fread((char *)one, sizeof(*one), 1, fp) <= 0) 

break: 
else 
if (i < length J 

{ data.buf[i++] 
data.buf[i++] 

｝ 
else 

break; 

= one[O]; 
= one[O]; 

． 

纏

/
I
I
I
/
 

*

＊

*

＊

*

 

｝ 
/* initialize PAVEC */ 
duration= (double)i/freq/nchans; 
if (l pavec ini t (freq, duration, chO, chl, "w", &length)) 

{ free(p); 
return (FALSE) ; 

｝ 

/* D/A convert*/ 
pavec_xout(data.buf, length) ; 

/* D/A stop*/ 
pavec_stop(); 
free(p) ; 
return (TRUE) ; 

/* end-of-file (util. c) * / 
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I!-------------------------------------------
I # DACP Library instalation Makefュle
I#-------------------------------------------
I # S.Tenpaku(JAPAN) 
I # 26.June.1989 

#-------------------------------------------
＃ 
LIB = .. /lib 

101 LIBN脳 E = libdacp.a 
＃ 
SOURCES= pi16.c gpib.c timer.c 
OBJECTS= pi16.o gpib.o timer.o 

20 

＃ 
＃ set complie option 

＃ 
.c.o: 

cc -0 -c $< 

$(LIB)/$(LIBNAME): $(OBJECTS) 
rm -f $(LエBNAME)
ar q $(LIBNAME)・1order $(OBJECTS) I tsort 2> /dev/null" 
mv -f $(LIBNAME) $(LIB) 
ranlib $(LIB)/$(LIBNAME) 

install: $(LIB)/$(LIBN脳 E)
chown root* 
chmod 0644 * 
cd $(LIB):chown bin *.a;chmod 0644 *.a 
cd $(エNC):chownbin *.h;chmod 0644 *.h 
make clean 
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d

C

C
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d

#

＃

#

 

．
 

0

0

0

 

3

4

5

 

rm -f *.o *.bak *~core 

cp $(SOURCES) $(DST)/DACQ 
cp Makefile $(DST)/DACQ 
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I # include 

I # define 
I # define 

# define 
static int 

<stdio.h> 

TRUE 1 
FALSE 0 

GPIB "/dev/dacpO/gpibO" 
gpib = -1; 

／＊ 

101 ＊ 
董

-------------------------------
gpib_init 

-------------------------------
＊／ 

., 
gpib_init(wtime) 
int wtime; 

｛ 
mribopen(&gpib, GPIB); 
if (gpib < 0) 

20 return (FALSE) ; 
mribsettimout(gpib, wtime); 

＊／ 

gpib_close() 

｛ if (gpib > 0) 
｛ mribclose(gpib); 

gpib = -1; 

｝ 

／＊ 

401 * 

c
 

・ユt
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s
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5
 

60 

-------------------------------
gpib att controle 

-------------―ー・----------------Attenuator Controling Routine 
＊／ 

gpib att controle(address, att v) 
int address: 
float att v; 

｛ 
int 
int 
int 
char 
char 

ndevs = 1; 
lenstr = 6; 
addr[2] = {10, 11}; 
att value[lO]; 
msg[lO]; 

if (address== 0 I I address== 1) 
{ sprintf(att value, "%4.lf" , att_v); 

msg[OJ = att_value[O); 
msg[l) = att_value[l); 
msg[2) = att_value[2); 
msg[3) = att_value[3); 
msg[4) = OxOd; 
msg[S) = OxOa; 
msg[6) = 0; 
mribsend(gpib, msg, lenstr, ndevs, &addr[address]); 
return(TRUE); 
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<stdio.h> 
<mr.h〉*I

PI16 
CLK7 
NEAREST 
SQUARE 
WIDTH 

TRUE 1 
FALSE 0 

pil6 = -1; 
clk7 = -1; 

"/dev/dacpO/pdiO" 
"/dev/dacp0/clk7" 
0 /* clock parameters */ 
4 

0.0 

---------------------------
pi16 init 

201 ----------------------------
＊／ 

pi16_init(freq) 
float freq; 

｛ 

double ret freq, ret_width; 

3 ゚

mropen(&pi16, PI16, 0); /* initialize PI16 */ 
if (pil6 < 0) 

return (FALSE) ; 
mrclkopn(&clk7, CLK7, 0); /* set clk7 to Pエ16 */ 
if (clk7 < 0) 

return (FALSE) ; 
mrclkl(clk7, NEAREST, freq, &ret_freq, SQUARE, WIDTH, &ret_width, 0); 
mrclktrig(pil6, 1, clk7) ; 
return (TRUE) ; 

／＊ 
＊ 

401 ----------------------------
pi16 close 

----------------------------
＊／ 

pil6_close(freq) 

｛ 
if (pi16 > 0); 

{ mrclose(pi16); 
pil6 = -1; 

50 

70 

80 

＊

＊

 

／
 

｝ 
if (clk7 > 0) 

{ mrclose(clk7); 
clk7 = -1; 

---------------------------------
pi16 xin 

601 ---------------------------------
＊／ 

pi16_xin(array, nitem, maxcount) 
short *array; 
int nit em: 
int maxcount: 

｛ 
register int count= 0; 

int evstat: 
int status; 

mrpdxin(pil6, nitem, array); 
do { mrevck(pi16, &evstat); 

if (count 〉 maxcount)
{ mrstop (pi16. L &status) ; 

return (FALSE) ; 

｝ 
count++; 

} while(evstat == 1); 
return(TRUE) ; 

／＊ 
＊ 

-----------------------------------



page 2/pi16.c 

I pi16 get key 
I -----------------------------------
I Getting Response from Switch Box (with 6 button) 
I *I 
I pi16 get key(wcount) 

901 int wcount: 

I < 
I static union 

I { 
｝ 

int 
register int 

short 
int 
buffer; 
key; 
i; 

array[2]; 
dummy; 

ヽ

100 

110 

/* turned on key*/ 
do { pi16_xin(buffer.array, 2, wcount); 

key = -((buffer.array[O]≫8) + 1); 
} while(key== 0); /* no response */ 

for (i = 0; key!= 0; i++) 
key>〉= 1; 

/* turned off key*/ 
do { pi16_xin(buffer.array, 2, wcount); 

key = -((buffer.array[O] >〉 8) + 1); 
} while(key I= 0); /* response */ 

/*done*/ 
return(i); 

I /* end-of-file(pil6.c) */ 
I 

ぐ

看



I. 
printed on 07/25/1989 at 10:43:59 from atr-hr 

#include <sys/time.h> 
#include <sys/types.h> 
#include <sys/stat.h> 

static struct timeval tp; 
static struct timezone tzp; 

＊

＊

 

／
 

10, -------------------------

~
ヽ

4
 ＇ 、し

20 

30 

timer 

-----
'timer()'makes'waiting time'. 
＊／ 

timer(wait sec, wait_usec) 
-;-

long wait_sec, wait_usec; 

｛ 
long end sec, end usec; 
get time(); 
end sec = tp.tv sec+ wait sec; - - .-
end usec = tp.tv usec + waュt_usec;
if (end usec >= 1000000) 

{ end sec= end sec+ 1; 
end usec = end usec -1000000; 

｝ 
do { get time() ; 

} while ((end_sec -tp.tv_sec) 〉 0);
do { get time(); 

} while ((end sec == tp.tv sec) && (end usec -tp.tv usec) 〉 0);

static 
get_time() 

｛ 
int t; 
t = gettimeofday(&tp, &tzp); 
if (t I= 0) printf("Time read ERROR! l¥n") ; 

.. 

401 /* end-of-file(timer.c) */ 
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